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2018（平成30年）
No. 152

主な内容

（10 月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,163 （＋ 17）
人　 口 ５万 3,666 （－ 12）
男 ２万 5,237 （－ １）
女 ２万 8,429 （－ 11）

出　 生 32
死　 亡 54
転　 入 112
転　 出 93
その他異動 －９



会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
第

１
回
総
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
、
農
畜
産
物
価
額
の
低
迷
、
生
産

資
材
価
格
の
上
昇
に
よ
る
農
業
経
営

の
圧
迫
を
は
じ
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
お
よ
び

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
含
む
農
産
物
貿
易
自
由
化

等
、
国
内
外
と
も
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
地
域
に
お

け
る
農
地
の
権
利
調
整
や
、
農
地
中

間
管
理
事
業
等
を
利
用
し
た
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
を
行
い
、
次
代
へ

つ
な
が
る
本
市
農
業
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
な
お
一
層
の

ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2018 年９月 13 日に新体制へと移行しました。
農業委員会は新体制へと移行しました

会長
　　横峯　均

会長職務代理者
　　榎木　美代子

新
農
業
委
員
の
紹
介

　

新
体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
17
人
の
農
業
委
員
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
９
月
13
日
か
ら
２
０
２
１

年
９
月
12
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

※
五
十
音
順
、
敬
称
略

榎
え の き

木　美
み よ こ

代子
切通

小
お ぐ ら

倉　幸
ゆ き お

夫
八幡（出水）

【出水地域】

【野田地域】

【高尾野地域】

川
かわうち

内　三
さぶろう

郎
荘上

澤
さ わ だ

田　泰
やすゆき

之
平松上

重
しげのぶ

信　肇
ちょういち

一
下平野

田
た な か

中　紀
の り こ

子
上場

花
はなぞの

園　ハ
は る え

ルエ
上村東

脇
わ き た

田　博
ひ ろ し

志
新蔵上

大
おおしろ

城　勝
か つ し

司
上水流

樋
ひ ぐ ち

口　修
おさむ

木牟礼
久
ひ さ の

野　敏
としろう

朗
千間山

外
ほかぞの

園　優
まさる

唐笠木
松
まつもと

元　秀
しゅういち

一
砂原

横
よこみね

峯　均
ひとし

内野々下

井
い ま ち

町　和
か ず お

夫
屋地

田
たのしも

下　勉
つとむ

上田多園
平
ひらなか

中　和
かずのり

德
岩元
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お申し込み
期         間 11月 23日 (金 )平成 30年 9月 1日 (土 )
商         品
発送予定日 11月 30日 (金 ) 12月 7日 (金 )

第
1
便

第
2
便

※第 1便の発送を希望される方は 11 月 9 日 ( 金 ) までにお申し込みください。

ネット申込は
こちらから

ツ
ル
の
恩
返
し
便

鹿
児
島
県
出
水
市

い
ず
み

2018

お
か
げ
さ
ま
で

25
周
年

【コース】３，５００円、５，５００円（送料・税込み）
【募 集 期 限】　第１便　11 月９日（金）　第２便　11 月 23 日（金）
【発送予定日】　第１便　11 月 30 日（金）　第２便　12 月７日（金）
※カタログでの申し込みか、ネット申し込みになります。
　カタログでの申し込みをご希望の方はお問い合わせください。
　ネット申し込みはＵＲＬからアクセスするか、ＱＲコードを読み取ってください。

・  ツルの恩返し便交流事業実行委員会事務局（本庁シティセールス課内）
　　　　（☎ 63 － 4040）ＵＲＬ：https://turuongaesi.thebase.in/

テント２張

　福ノ江自治会では、一般財団法人自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業により、集会テント他コミュニティ活
動のための備品を整備しました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助
成事業で、地域コミュニティ活動の充実・強化を図ること
を目的にさまざまな活動に対して助成されます。

 本庁総務課（☎ 63 － 4022）

音響設備等一式 エアコンおよびコインタイマー（４台）

ツルの恩返し便2018
お世話になったあの方へ、
ふるさと出水の特産品を贈りませんか？

宝くじの助成金で
コミュニティ活動のための備品を整備しました
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大産業祭
【
内　
容
】

　
「
ふ
る
さ
と
出
水
特
産
市
」「
農
林
水
産
ま
つ
り
」

「
飲
食
ま
つ
り
」「
く
ら
し
と
木
材
ま
つ
り
」「
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。「
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」「
市
民
健
康
ま
つ

り
」「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」「
盆
栽
展（
出
水
公
会
堂
）」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
会
館
横
の
市
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
て

「
自
衛
隊
ブ
ー
ス
」や「
消
防
ブ
ー
ス
」を
設
置
し
、

車
両
の
展
示
等
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
「
釧
路
市
と
周
南
市

の
物
産
展
」
に
加
え
て
、
姉
妹
都
市
の
「
韓
国
順

天
市
の
物
産
展
」
や
交
流
都
市
の
「
都
城
市
の
物

産
展
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
出
水
地
区
小
学
校
対
抗
一
輪
車
競
走
大
会
は

　

11
月
17
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
産
業
振
興
総
務
課

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

【
日　
時
】

　

11
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場　
所
】　

市
陸
上
競
技
場
周
辺
等

第２４回出水市大産業祭 11/
17・18

　

出
水
市
大
産
業
祭
内
の
「
市

民
健
康
ま
つ
り
」
で
赤
ち
ゃ
ん

ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま

す
。

【
日　
時
】
11
月
18
日
（
日
）

　

レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト

　

午
後
１
時
40
分

　
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30

　

分
～
同
１
時
30
分
）

【
場　
所
】

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

　
（
市
民
健
康
ま
つ
り
内
）

【
対
象
者
】
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き

　

る
未
歩
行
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

　

の
保
護
者
（
祖
父
母
の
方
も

　

可
）
の
ペ
ア

※
先
着
20
人

　
（
当
日
受
け
付
け
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

健康まつりＤＥ赤ちゃんハイハイレース開催♪

～お願いとご案内～

看
護
師
（
正
規
職
員
）

の
随
時
募
集

　

当
院
で
は
、
す
ぐ
に
で

も
働
い
て
い
た
だ
け
る
看

護
師
の
方
に
、
３
年
以
上

勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
条
件
に
、
支
度
金
と
し

て
36
万
円
を
交
付
す
る
制

度
を
始
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
11
月
１
日
（
木
）
鶴
荘

学
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
11
月
15
日

（
木
）
下
水
流
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午

後
６
時
30
分
か
ら
の
開
催
で
す
。

　

午
後
６
時
か
ら
健
康
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
座
談
会
）
開
催
中
！

 出水総合医療センター経営企画課（☎ 67 － 1611）

　

当
院
の
外
来
受
付
は
平
日
の
み

で
、
受
付
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

初
診
の
方　
午
前
７
時
45
分
～
午

　

前
11
時
（
１
番
総
合
案
内
）

再
診
の
方　
午
前
６
時
45
分
～
午

　

前
11
時
（
再
診
受
付
機
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
）

※
予
約
の
方
を
除
く

　

な
お
、救
急
外
来
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
は
救
急
車
の

み
の
対
応
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は

時
間
外
受
診
や
救
急
車
、
電
話
相

談
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
際

は
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

外
来
の
受
付
時
間
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　着物で武家屋敷を歩こう会実行委員会に
よる「第 13 回着物で出水武家屋敷を歩こ
う会」が開催されます。

 11 月 25 日（日）※小雨決行
　午前の部　午前９時～午後１時
　午後の部　午後１時 30 分～同５時

 出水市麓町周辺
 ８千円（１人当たり）

※着付け料、履物、長襦袢（ながじゅばん）
　のレンタル料含む。 

 参加申込書に必要事項をご記入の上、
　郵送またはＦＡＸで参加費のお振り込み
　と一緒にお申し込みください。参加費の
　ご入金で申し込み完了となります。
※申し込み後のキャンセル料 2,000 円
※参加申込書は出水商工会議所および市観
　光協会のホームページにも掲載していま
　す。
申込期限　11 月 20 日（火）
※午前・午後の部、それぞれ先着 35 人
※女性優先（男性と子どもは相談に応じま
　す）

・  実行委員会事務局（堂脇）
　（☎ 62 － 1244）（FAX62 － 6967）

着物で武家屋敷を散策しませんか

　家族から新成人に「おめでとう」、新成人から家族に「ありがとう」、普段は照れくさくて伝えられない感
謝の気持ち・・・成人式を機に、そんな想いを手紙にして伝えてみませんか？
◆応募資格　（1）新成人の家族
　　　　　　（2）1998（平成 10）年 4 月 2 日～ 1999（平成 11）年 4 月 1 日生まれの新成人
◆応募書式　自由作文（字数制限はありません。）
◆応募方法　下記応募票を添えて問い合わせ先に郵送または持参されるか、右のＱＲコード
　　　　　　から市ホームページにアクセスし、応募フォームからお申し込みください。
◆応募締切　11 月 30 日（金）必着
◆問い合わせ先　本庁生涯学習課（〒 899-0292 出水市緑町１番３号）（☎ 63 － 2200）
◆その他　応募いただいた手紙の中から数点を実行委員会で選定し、成人式当日に紹介させていただきます。
　　　　　また、応募いただいた手紙は全て成人式後郵送で希望する送付先にお届けします。

成人式実行委員会企画 「おめでとう」「ありがとう」の手紙募集！

 

成人式実行委員会企画応募票 

応募者氏名              

住所                 

電話番号               

生年月日    年   月   日   

手紙送付先 

〒   -     住所        

                    

氏名               様 

 

 

切り取り線 

着た着物、 帯、 足袋は

　　　お持ち帰りできます。
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第
75
回
国
民
体
育
大
会
「
燃
ゆ
る

感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
が
２
０
２
０

年
10
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日

間
、
県
全
域
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で

は
正
式
競
技
の
弓
道
、軟
式
野
球（
成

年
）、
特
別
競
技
の
高
等
学
校
野
球

（
軟
式
）、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
ビ
リ

ヤ
ー
ド
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ま
を
心
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
歓
迎
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
大

会
の
運
営
や
広
報
な
ど
に
必
要
な
物

品
等
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
企
業
・

団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

48
年
ぶ
り
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

協賛企業・団体等

用　途 内　容

広報啓発用品 看板、のぼり旗、横断幕、各種チラシ、バス・タクシー等の PR 広告、
ポケットティッシュ、うちわ、クリアファイル　など

市民運動用品 タオル、軍手、花苗、培養土、競技観戦応援グッズ　など

歓迎装飾用品 看板、のぼり旗、横断幕、フラッグ（小旗）　など

おもてなし用品 飲食料品、土産品、大会参加記念品　など

大会運営用品
（無償貸与含む）

服飾などの識別用品、資料用袋、通信機器、カメラ、ビデオカメラ、
救護用品　など

開催準備用品
（無償貸与含む） 業務・広報用自動車、自転車、コピー機、パソコン　など

出水市実行委員会

協賛のイメージ

協賛 特典
効果

使途

●イメージアップ
●知名度の向上

●販売促進効果
●社会貢献

広報啓発や歓迎装飾、「おもてなし」などの準備や大会運営に活用

協賛いただきたい物品等の例

協賛の受け入れ期間および申し込み

○受け入れ期間は、10 月末日から 2020 年 9 月末日まで（随時受け入れます。）
○協賛については、物品のデザイン等について事務局と事前の打ち合わせを行いますので、協賛をお考え
　の方は申込書に必要事項を記入のうえ、事務局にご連絡ください。

※物品の提供については、搬入・据付・撤去等が必要な場合は、これらに係る費用もご負担いただきます
　ようお願いします。
※上記以外でも、企業や団体等の特色を活かした物品やサービスも募集しています。

7 6広報いずみ2018（平成30年）11月 広報いずみ2018（平成30年）11月



競技名 種別名 監督・選手名 備考

水泳（競泳） 成年男子 坂　口　智　悟　選手 出水市水泳協会

相撲 成年男子 和　田　信　広　監督 出水商業高校教諭

カヌー 成年男子 坂　元　暢　泰　選手 出水養護学校教諭

陸上

成年男子 白　石　黄良々　選手 大東文化大学

成年男子 橋　元　晃　志　選手 富士通

成年女子 新　開　浩　一　監督 鹿児島南高校教諭

少年女子 竹　元　　咲　　選手 鹿児島高校

少年女子 寺　地　し　い　選手 出水中学校

ボクシング 少年男子 竹ノ脇　智　秋　監督 出水工業高校教諭

体操
（競技）

少年男子 松　本　圭　成　監督 出水体操クラブ

少年男子 井　上　慎　友　選手 出水商業高校

少年男子 今　井　達　也　選手 出水商業高校

少年男子 前之原　将　歩　選手 出水商業高校

少年男子 高　橋　崚　太　選手 出水商業高校

少年男子 土　田　翔　大　選手 出水商業高校

バスケットボール 成年男子 西　堂　雅　彦　選手 鹿児島高校教諭

軟式野球 成年男子 城　須　皇　哉　選手 鹿児島相互信用金庫

弓道 成年女子 山　下　沙弥香　選手 出水自動車教習所

第
73
回
国
民
体
育
大
会
『
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
』

出
水
市
在
住
・
在
勤
お
よ
び
出
身
者　
監
督
・
選
手

　

９
月
29
日
（
土
）
か
ら
10
月
９
日
（
火
）［
競

泳
：
９
月
15
日
～
同
17
日
］、
第
73
回
国
民
体
育

大
会
『
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

 燃ゆる感動かごしま国体　出水市実行委員会事務局（本庁国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

協賛の特典

評価額
掲載内容

謝意
協賛者の
呼称使用
（※２）ホームページ 報告書等

（※１） 協賛物品

50万円以上 協賛者ロゴ（リンク先貼付）、
写真および記事掲載（協賛金額掲
載可）

報告書等に協賛
者名を掲載

掲載可能物品
には協賛者名
を掲載

感謝状
（贈呈式）

○

50万円未満
30万円以上

感謝状
30万円未満
10万円以上

協賛者ロゴ（リンク先貼付）、
写真（協賛金額掲載可）

10万円未満 協賛者名 礼状

（※１）プログラムや大会報告書など　　（※２）フレーズ等については事務局にご相談ください。
（※２）使用例
　　　〇〇社は、燃ゆる感動かごしま国体出水市開催

競技を応援しています。
△△競技会の協賛企業です。
△△競技会を応援しています。

　

出
水
市
在
住
・
在
勤
お
よ
び
出
身
者
の
監
督
・

選
手
の
皆
さ
ん
は
「
２
年
後
の
『
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
』
に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
結
果
を
」

と
健
闘
を
誓
い
、
出
場
し
ま
し
た
。

　

来
月
号
に
主
な
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

7 6広報いずみ2018（平成30年）11月 広報いずみ2018（平成30年）11月



出水市人事行政の運営等の状況

（２）2017年度採用・退職の状況

職　種 採用者
数（人）

退職者数（人）
定年 勧奨 自己都合 分限免職 公務外死亡 計

一般行政職 20 ８ １ ９
技術職 ２ １ １ ２
保健師 １

介護支援専門員 １ １
保育士 １ １

学校主事 １ １
調理主事 １ ２ ３
消防職 １ １ １ １ ４

医療職（医師） １ ２ ３ ５
医療職（その他） ９ ５ ７ 12

合計 33 18 ６ 13 １ 38

（１）職員給与費予算の状況（本年度一般会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費（給料および職員手当等） 1 人当たり

の給与費
（Ｂ／Ａ）給料 期末・勤勉手当 期末・勤勉手当を除く手当 計（Ｂ）

505 人 1,928,650 千円 805,428 千円 360,281 千円 3,094,359 千円 6,127 千円
※給与費は、当初予算に計上された額で、市三役および出水商業高等学校教員分は含みません。
　職員手当等には、通勤手当、扶養手当、時間外勤務手当を含み、児童手当および退職手当は含みません。

（２）行政職給料表適用者の級別職員数の状況（一般行政職）（2018年４月１日現在）
区　　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計
標準的
な職務 部長 課長 主幹・

技術主幹
係長・参事補・技術参
事補・主査・技術主査

主査・
技術主査

主事・
技師　

主事・
主事補

職員数 10 人 36 人 31 人 164 人 35 人 23 人 42 人 341 人
構成比 2.9% 10.6% 9.1% 48.1% 10.3% 6.7% 12.3% 100.0%

※出水市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　一般行政職とは、医師、看護師、教員、調理員、保育士、学校主事等を除いた一般職の職員です。

（３）職員の平均年齢および平均給料月額等の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.6 歳 325,735 円 381,231 円

技能・労務職 49.7 歳 318,829 円 332,311 円
※平均給料月額とは、基本給の平均額です。
　平均給与月額とは、基本給のほか、各種手当を含めた
　平均額です。（2018 年４月１日現在）

（４）初任給の状況（2018年４月１日現在）
区　分 初　任　給

一般行政職
大学卒（上級） 177,408 円

（179,200 円）

高校卒（初級） 145,629 円
（147,100 円）

※初任給の（　）内は、給料減額措置前の金額です。

※ 2017 年４月１日から
　2018 年 ３ 月 31 日 ま
　でに採用・退職した職
　員数です。

※出水商業高等学校教諭
　および指導主事は含み
　ません。

１　職員の任免および職員数に関する状況（病院・消防を含む）
（１）職員数の状況（毎年４月１日現在）

２　職員の給与の状況

（備考）
職員数は、特別職を除いた職員
数であり、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含み、臨
時または非常勤の職員は除いて
います。

職員の給与カット　一般職員の給料は、2006 年８月から
2018 年３月までの期間に引き続き、2018 年４月から 2019 年
３月までの期間は 1.0％～ 3.0％減額して支給しています。

　問い合わせ先　本庁総務課職員係
　　　　　　　　（☎ 63 － 4023）
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（５）扶養手当・住居手当・通勤手当等の状況（2018年４月１日現在）
手　当　名 内容および支給単価 国の制度との比較

扶養手当 配偶者 6,500 円　子 10,000 円　配偶者および子以外の扶養親族 6,500 円
※特定期間（16 歳～ 22 歳）の子の加算　１人につき 5,000 円 同じ

住居手当 借家で家賃 12,000 円以上の場合に支給。手当額の上限　27,000 円
※他の地方公共団体等に派遣され、かつ、居住地が市外の場合は 55,000 円以内 ※以外は同じ

通勤手当 交通機関利用者：運賃相当（最高 55,000 円）
交通用具使用者：通勤距離に応じて 2,000 円～ 31,600 円 同じ

時間外勤務手当 正規の時間を超えて勤務した全時間に対して支給
（勤務１時間当たりの給与額× 125/100 から 175/100） 同じ

（６）特殊勤務手当の状況（2018年４月１日現在）

代表的な手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する
支給単価

防疫手当 防疫作業に従事した職員
感染症の患者等の救護作業
や感染症の病原体の付着し
た物件等の処理業務

日額 290 円

行旅死亡人取扱手当 行旅死亡人の収容業務に従事した職員 行旅死亡人の収容業務 １体 2,000 円

はしご業務手当 はしご付消防自動車の運転および作業に
従事した消防職員

はしご付消防自動車の運転
および作業 １勤務日 200 円

救急業務手当 救急業務に従事した消防職員 救急業務 １回 150 円

潜水業務手当 潜水業務に従事した消防職員 潜水業務 １回 300 円

夜間特殊業務手当 深夜の有線電気通信設備、無線通信設備
の運用や保守業務に従事した消防職員

一部が深夜において行われ
る業務

２時間以上 300 円
２時間未満 200 円

緊急消防援助隊手当
緊急消防援助隊として災害が発生した市
町村へ出動し、消防の応援に従事した消
防職員

災害が発生した市町村の
消防応援業務 １勤務日 3,000 円

※特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難であるなど特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。

（７）期末・勤勉手当の状況（2018年４月１日現在）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月分 0.900 月分

12 月期 1.375 月分 0.900 月分

計 2.600 月分 1.800 月分
※職務の級等により５～ 15％の加算措置あり。

（８）退職手当の状況（2018年４月１日現在）
　 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 26.36550 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.70900 月分
最高限度額 47.7090 月分 47.70900 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２％～ 20％加算）

退職時特別昇給 無し

（１）勤務時間
開始時刻 終了時刻 休憩時間 １日の勤務時間 勤務を要しない日（休日）等

午前８時 30 分 午後５時 15 分 １時間 ７時間 45 分 土・日、祝日、12 月 29 日～翌年１月３日
※職場や職種によっては、上記と異なる場合があります。

（２）休暇
種類 要件および期間

年次有給休暇 年 20 日
※採用初年度は、採用月により 20 日未満を付与。２年目以降は 20 日を限度に繰り越し。

病気休暇 公務上の負傷・疾病…その療養に必要な期間
上記以外の負傷・疾病…90 日を超えない範囲内でその療養に必要な期間

特別休暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故そのほかの特別の事由により職員が勤務しないことが相当
である場合。

（主な特別休暇）○産前・産後休暇…産前８週間、産後８週間　○夏季休暇…７月～９月の期間におけ
る３日の範囲内　○職員の親族が死亡した場合…親族に応じ、１日～ 10 日の連続した日数

介護休暇 連続する６カ月の範囲内（3 回まで分割可）（無給）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（2018年 4月１日現在）
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処分内容
分限処分 懲戒処分

免　職 降　任 休　職 降　格 失　職 免　職 停　職 減　給 戒　告
処分者数（人） 0 0 4 0 0 0 1 1 1 
( 分限処分 ) 公務能率の維持のため、職員の身分保障を前提にしつつ、職員に不利益な身分変動をもたらす処分
( 懲戒処分 ) 職員の義務違反に対する、道義的責任を負わせ、制裁を行う処分

　全ての職員は「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たって全力を挙げてこれに専念するた
めに地方公務員法の規定により職務上の義務が課せられています。
　全ての職員には採用時、全体の奉仕者として、公共の利益のために専念する旨等を宣誓させています。
職員の義務等
　職務に専念する義務、信用失墜行為の禁止、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等への従事制限、法令お
よび職務命令に従う義務、秘密を守る義務

　「出水市職員の退職管理に関する条例」第３条に基づき本市を退職後、本年６月までに再就職の届け出があった
　人数について公表します。

再就職先
区分

退職年度 公社等外
郭団体

その他団
体・企業

出水市 再就職
合計

再就職して
いない 合計

再任用職員 臨時職員
退職時、課長級以上
の職員であった者

2016 年度 ０ ０ ４ ０ ４ ７ 11
2017 年度 １ １ ６ ０ ８ ３ 11

（１）職員研修の状況（2017 年度実績）
研　修　名 研修場所等 受講人員

階層別 ( 初級、中級、主査、係長、課長
補佐、課長 ) 職員研修 鹿児島県自治研修センター 76 人
論理的問題解決等特別研修 〃 50 人
市町村アカデミー研修 千葉県千葉市 10 人
国際文化アカデミー研修 滋賀県大津市 ５人
日本経営協会主催行政専門事務講座 福岡県福岡市 23 人
さつま出水青年会議所派遣研修 勤務時間外に従事 ２人
出水市活性化プロジェクト研修 庁内 14 人
接遇研修 庁内 56 人
公用文・法制執務研修 庁内 51 人
やねだん故郷創世塾 鹿屋市串良町 ５人
人権同和問題研修 庁内 73 人

（２）人事評価の状況
①目的
　職員の執務に関する勤務成績を的確に把握
　して公正な評価を行い、職員の能力開発や
　人材育成に活用して適正な人事管理を図る。
②評価期間
　毎年４月１日から翌年３月 31 日まで
　（評価基準日：１月１日）
③評価項目
　実績、能力、勤務態度を詳細項目に分けて
　評価
④評価の基準
　１～５の５段階評価
⑤評価結果の活用方法
　人事異動等、その他検討中

（１）市職員互助会の主な事業（2017年度実績）
種　別 事業内容 給　付　額

人間ドック
事業助成

会員が人間
ドックを利
用した場合

１日ドック 10,000 円
（医療ｾﾝﾀｰ利用） 15,000 円
２日ドック 20,000 円
脳ドック 10,000 円
ＰＥＴ等の検診 30,000 円
配偶者ドック 5,000 円

（２）職員健康診断事業等
　　　（2017年度実績）

項　目 受診者数
定期健康診断 305 人

人間ドック 270 人

　出水市職員互助会は、条例により設置され、職員の相互共済や福利厚生に関する事業を行っています。
　その経費は、主に会員の会費で充てられ、人間ドックのみ、市からの補助金等が一部充てられています。

（１）勤務条件等に関する措置の要求（2017 年度実績） 前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。
（２）不利益処分に関する審査請求（2017 年度実績） 前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。

　育児休業（子が３歳に達するまで）　　　　　　　　　　　取得人数　13 人
　育児部分休業（１日２時間以内・子が小学校就学前まで）　取得人数　0 人

４　職員の休業の状況（2018年４月 1日現在）

５　職員の分限および懲戒処分の状況（昨年（2017）度）

６　職員の服務の状況（地方公務員法に基づく職員の義務等）

７　職員の退職管理の状況（2018年７月 1日現在）

８　職員の研修および人事評価の状況

９　職員の福祉および利益の保護の状況

10　その他（公平委員会の業務に関する報告）

11 10広報いずみ2018（平成30年）11月 広報いずみ2018（平成30年）11月



はじめよう！ごみのダイエット♪

※ごみ減量に関するアイデアをお持ちの方は、ご連絡ください。
 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）

　今回は、プラスチック類のリサイクルについて紹介します。
　　　マークがついているものは、「その他プラスチック」としてリサイクル収集を行っています。
　できる限りリサイクルに出してください。

　

県
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防

止
強
化
月
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が
、
不
法
投
棄

を
「
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
電
話
を
。」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
本
庁
生
活

環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
汚
れ
・
異
物

を
取
り
除
い
て
、リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
は
、
で
き
る
だ
け
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

ボトル類

トレイ類袋類

緩衝材

リサイクルに出すプラスチック類

燃やせるごみとして出すプラスチック類（リサイクル不可）

CD、歯ブラシ、プラスチックスプーンなど

バケツ、洗面器などの硬質プラスチック

　　マークがあっても汚れのひどいもの

カップ類

チューブ類

CD のケース ビニールひも

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　

出
前
講
座

　

現
在
、
自
治
会
単
位
で
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
燃
や
せ

る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も

の
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
出
せ
る
も
の
が
、
ま
だ
ま

だ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
ば
ご
み
、
活
か

せ
ば
資
源
」
と
な
り
、
ご
み

処
理
費
用
の
軽
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
リ
サ
イ
ク
ル
で
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

プラスチック類のリサイクル
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利子補給・保証料補給制度
利子補給
○対象事業者
　出水市中小企業振興資金を借り入れた中小企
　業者等
○補給率
　1.15%（右記融資の実質利率が 1.15% になり
　ます。）
保証料補給
○対象事業者
　出水市中小企業振興資金または鹿児島県中小
　企業振興資金を借り入れた中小企業者等
○補給限度
　市中小企業振興資金…保証料の 1/2 以内
　県中小企業振興資金…保証料の 1/6 以内

※申請の際は、出水商工会議所・鶴の町商工会
　に申し込みをしてください。

中小企業振興資金
　市内の中小企業者等の振興を図るため、融資制
度を設けています。

融資対象者
　申込時に同一事業を市内で６カ月以上経営して
おり、次のいずれかに該当しているもの。
○個人は、住民基本台帳により本市の住民基本台
　帳に記載されていること。
○会社は、法人等設立届出書を提出していること。
資金の種類
①小口資金
　500 万円以内、融資期間５年以内
②経営安定資金
　3,000 万円以内、融資期間 10 年以内
融資利率
　2.3%（左記の利子補給制度を利用できます）

※申請の際は、出水商工会議所・鶴の町商工会
　に申し込みをしてください。

生産性向上特別措置法による税制優遇
　市内中小企業が、市町村の認定を受けた先端
設備導入計画による設備投資を行う場合、最大
で３年間、固定資産税の優遇を受けることがで
きます。

対象となる中小企業者
○資本金もしくは出資金の額が１億円以下の法
　人
○資本金もしくは出資金を有しない法人のうち
　常時使用する従業員数が 1,000 人以下の法人
○常時使用する従業員数が 1,000 人以下の個人
対象となる設備

※ 1 償却資産として課税されるものに限ります。
※その他要件については、市ホームページをご
　覧になるか、お問い合わせください。

市内事業所台帳
　市民の皆さまに市内の事業者について知って
いただけるよう、求人票には載らない企業情報
をホームページ等で発信しています。
　就職活動を控えた方または活動中の方々にぜ
ひご覧いただきたい内容となっています。

　掲載を希望される事業所は、市ホームページ
から様式をダウンロードし、シティセールス課
産業支援係宛てに送信してください。
　なお、掲載には次の条件がありますので、ご
注意ください。
①出水市内で事業を営む事業所
　（風俗営業を除く）
②現に①の事業所で正社員または短時間労働者
　（アルバイト、１年未満の雇用契約を除く）
　を新規に雇用する計画のある事業所

◯掲載先　市ホームページ＞ 産業・ビジネス 
　　　　　＞ 雇用・労働 ＞ 出水市内の企業を
　　　　　紹介します！

〇メールアドレス
　cs_c@city.izumi.kagoshima.jp

設備の種類 用途または細目
最低価額

（1台 1基または
一の取得価額）

販売開始
時期

機械装置 全て 160万円以上 10年以内

工具 測定工具
および検査工具 30万円以上 5年以内

器具備品 全て 30万円以上 6年以内
建物付属設備
（※1） 全て 60万円以上 14年以内

　　がんばる地元企業を　　　応援します！　　　　　

13 12広報いずみ2018（平成30年）11月 広報いずみ2018（平成30年）11月



地場産業競争力強化補助金
　計画的に設備投資を行い、競争力の強化を図
る企業へ補助金を交付します。

※対象業種についてはお問い合わせください。
※産業開発促進条例による課税免除を受けてい
　るものは対象外です。

新規創業等支援事業
新規創業事業・第二創業事業
　市内の建築業者等を利用した店舗等の開設・
改修に係る工事等の一部を支援します。
〇補助金額　最高 60 万円（対象経費の 30％）
家賃補助事業
　市内の空き店舗・空き家を借りた創業の場合、
店舗等の家賃の一部を２年間支援します。
〇補助金額
　１年目：月額最高５万円（家賃の 1/2）
　２年目：月額最高２万５千円（家賃の 1/4）
地場産品活用事業
　地場産品を自ら加工販売する創業で、従業員
の新規雇用を支援します。
○補助金額　最高 200 万円（１人当たり 40 万円）

※上記の事業は、他に業種等の条件があります。
※申請期限は、開業日から 1 年以内です。

需要拡大・販路拡大支援事業
需要拡大支援事業
　選んでもらえる商品づくり、新たな需要開拓
のアドバイザーを派遣します。
○アドバイザー　㈱地域彩生
○利用料金　無料

販路拡大支援事業
　国内外で開催される商談会、直売会（県外）
等に出展する際の経費の一部を支援します。
○補助金額　１社当たり最高 50 万円
　　　　　　商談会：対象経費の 1/2
　　　　　　直売会：対象経費の 1/3
○申請期限　事前申請

※商談会や直売会の開催要件等に条件がありま
　す。工業製品・自社開発のシステム等も対象
　です。

魅力ある職場環境整備事業
緑化推進事業
　市内造園業者を利用して、生垣や植木の植栽
等、事業所内の緑化を行う場合、対象工事費の
一部を支援します。
○補助金額　最高 30 万円（対象工事費の 15％）

職場環境整備事業
　市内建築業者を利用して、休憩室、更衣室、
社員用トイレ等の福利厚生施設の改善を行う場
合、対象工事費の一部を支援します。
○補助金額　最高 15 万円（対象工事費の 15％）

※上記の事業は、他に各種条件があります。
※申請期限は、完成後 1 年以内です。

補助対象 補助要件 補助率 補助金上限

社員が20人を
超える企業

2年度内に、2,500万
円以上の設備投資を
行った場合

対象設備等の
固定資産税
相当額

3年間
交付

社員が20人以下
の小規模事業所

3年度内に、1,000万
円以上の設備投資を
行った場合

対象設備等の
固定資産税
相当額

3年間
交付

　　がんばる地元企業を　　　応援します！　　　　　

市では各種支援事業に取り組んでいます。
お気軽にご相談ください。
問い合わせ先　本庁シティセールス課（☎ 63 － 4040）

／
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
♪
＼
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無
料

定
員　
50
人

 

11
月
１
日
（
木
）
以
降
、電
話
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

・

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
３
９
）

　

出
水
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

鶴
恋
祭
～
テ
ー
マ
パ
ー
ク
マ
ー
ケ

ッ
ト
～
を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

内
容　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
マ

　

ル
シ
ェ
、
段
ボ
ー
ル
迷
路
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

・

 

出
水
商
工
会
議
所
青
年

　

部
事
務
局
（
☎
�
１
３
３
７
）

　

出
水
中
学
校
吹
奏
楽
部
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー

レ
の
第
37
回
定
期
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 
11
月
24
日
（
土
） 

午
後
５
時

　

本
年
度
は
、
市
内
全
域
を
対
象

と
し
、
計
８
カ
所
で
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
対
象
者
は
、
各
小
学
校
区
の

居
住
者
と
し
ま
す
が
、
他
の
会
場

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
時
間　
午
後
７
時
～

※
90
分
程
度

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
２
１
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
生

活
の
中
で
直
面
し
て
い
る
問
題
点

や
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要

望
等
を
直
接
お
聴
き
し
て
、
今
後

の
市
政
推
進
に
役
立
て
る
た
め
に

市
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

　

ツ
ル
や
冬
の
鳥
を
観
察
し
て
み

よ
う
！

 

11
月
25
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
～
同
11
時

 

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
周
辺

　
（
荒
崎
）

 

無
料

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

11
月
６
日
（
火
）
以
降
、
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

見
る
こ
と
や
聞
く
こ
と
が
不
自

由
な
方
も
誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め

る
、
音
声
ガ
イ
ド
と
日
本
語
字
幕

ス
ー
パ
ー
入
り
の
映
画
会
を（
株
）

住
友
商
事
の
ご
協
力
で
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

上
映
作
品

　
『
春
と
の
旅
』

 

12
月
８
日
（
土
）

　

 

午
後
６
時
30
分

 

市
中
央
図
書
館　

閲
覧
室

※
午
後
４
時
30
分
開
場

 

市
文
化
会
館

 

大
人　

５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

３
０
０
円

曲
目　
群
青
、行
こ
う
ふ
た
た
び
、

　

ジ
ブ
リ
音
楽
集　

ほ
か

 

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
事
務

　

局
（
☎
�
９
９
０
９
：
池
田
ま

　

た
は
☎
�
０
０
３
８
：
岩
井
）

　

県
高
学
年
子
ど
も
芸
術
祭
典
・

人
形
劇
団
む
す
び
座
公
演
「
ト
ッ

ケ
ビ
～
鬼
ヶ
島
と
呼
ば
れ
た
島

～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
29
日
（
木
）

　

午
後
７
時

　
（
午
後
６
時
45
分
開
場
）

 

米
ノ
津
公
会
堂

 

前
売
券

　

小
学
４
年
生
以
上

　

１
５
０
０
円

※
当
日
券
は
２
０
０
０
円

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

市
政
座
談
会

月　日 場　所 対　象
（小学校区等）

11 月 12 日（月） 西出水小学校
クラブハウス 西出水

11 月 19 日（月） 米ノ津東小学校
体育館 米ノ津東、切通

11 月 22 日（木） 鶴荘学園
クラブハウス 米ノ津、蕨島、鶴荘学園

12 月 18 日（火） 出水市民交流
センター 出水、東出水

１月 17 日（木） 江内カントリーコア 江内

１月 24 日（木） 高尾野農村環境改善
センター 高尾野、下水流

２月７日（木） 野田支所大会議室 野田

２月 15 日（金） 大川内農業者トレー
ニングセンター 大川内、上場

▽実施日および開催場所等

博
物
館
講
座
５

「
野
鳥
観
察
会
」

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会

鶴
恋
祭
～
テ
ー
マ
パ
ー

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ

定
期
演
奏
会
♪

人
形
劇
団
が
や
っ
て
来
る
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レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
→
下
水

流
小
学
校
防
空
壕
→
第
二
海
軍
出

水
航
空
隊
門
→
第
二
出
水
海
軍
航

空
隊
跡
→
掩
体
壕
→
特
攻
碑
公
園

 

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
ご

　

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

出
水
市
の
戦
争
遺
跡
を

　

考
え
る
会
事
務
局
（
出
水
観
光

　

ビ
ル
２
階
出
水
民
泊
プ
ラ
ン
ニ

　

ン
グ
内
）（
☎
�
３
３
２
０
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
３
３
０
）

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
建

設
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
る
六
反
ヶ
丸
遺
跡
で
、
現
地

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

古
墳
時
代
（
約
１
７
０
０
年

前
）
の
竪
穴
住
居
跡
が
多
数
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、古
代（
約

１
２
０
０
年
前
）の
礫れ
き
し
き敷
遺
構
は
、

太
宰
府
と
薩
摩
国
府
を
結
ぶ
古
代

官
道
で
あ
っ
た
可
能
性
も
見
え
て

き
ま
し
た
。　

 

11
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時

　

30
分 

～ 

同
３
時
30
分

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

※
受
け
付
け
終
了
後
も
、
見
学
は

　

可
能
で
す
。

 

六
反
ヶ
丸
遺
跡
発
掘
調
査
現

　

場
（
六
月
田
町
六
月
田
下
）

　

出
水
市
の
戦
争
遺
跡
を
考
え
る

会
で
は
、「
未
来
に
伝
え
よ
う
戦

争
の
記
憶　

旧
海
軍
出
水
航
空
基

地
を
訪
ね
る　

歩
こ
う
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

本
市
に
残
る
旧
海
軍
出
水
航
空

基
地
に
ま
つ
わ
る
戦
争
遺
跡
を
巡

り
、
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
学
び
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

 

12
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時

　

～
午
後
３
時

 

特
攻
碑
公
園

※
駐
車
場
は
、
社
会
福
祉
会
館
横

　

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

 

３
０
０
円

※
資
料
代
・
保
険
料
含
む
。

募
集
人
数　
50
人

※
申
し
込
み
が
50
人
に
達
し
次

　

第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

行
程　
旧
海
軍
出
水
航
空
基
地
と

　

第
二
航
空
隊
基
地
を
巡
る
約
12

　

キ
ロ
の
コ
ー
ス

　

特
攻
碑
公
園
（
地
下
戦
闘
指
揮

所
・
慰
霊
碑
・
プ
ロ
ペ
ラ
）
→
気

象
観
測
所
跡
→
士
官
地
下
壕
→
軍

旗
掲
揚
台
→
特
攻
神
社
→
ボ
イ

ラ
ー
室
→
滑
走
路
跡
→
下
水
流
地

下
壕
→
昼
食
（
下
水
流
農
業
者
ト

※
発
掘
調
査
現
場
に
は
、
駐
車
場

　

が
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
跡
近
隣
の

　
「
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ 

ナ
フ
コ
出
水

　

店
資
材
館
」
ほ
か
の
臨
時
駐
車

　

場
（
１
０
０
台
程
度
）
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
出
水

　

市
ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー

　

ク
い
ず
み
駐
車
場
」
か
ら
現
地

　

ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
し

　

ま
す
。

 

（
公
財
）
鹿
児
島
県
文
化
振
興

　

財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
０
９
９
５

－

７
０

－

０

　

５
７
４
）

　

六
反
ヶ
丸
遺
跡
発
掘
調
査
事
務

　

所
（
☎
�
１
０
１
８
）

戦
争
遺
跡
を
歩
い
て
巡

り
ま
せ
ん
か

六
反
ヶ
丸
遺
跡

　
　
　
現
地
説
明
会

期間　11 月１日（木）～同 30 日（金）
場所　高尾野郷土館・古城画伯コレクション舘
内容　同舘に収蔵している日頃は公開していない古城江
　観画伯（高尾野出身）のスケッチを展示。
　1920 ～ 30 年代の欧米の風景等約 20 点。

 高尾野図書館（☎ 82 － 5452）

　高尾野郷土館・古城画伯コレクション舘では、ミニ企
画展「古城江観収蔵スケッチ展」を開催します。
　芸術の秋をお楽しみください。

「古城江観収蔵スケッチ展」開催のご案内

◁
チ
ペ
ル
河
岸

　地元の安心・安全・信頼できる野菜・果物
などを、安価でたくさん品ぞろえして、お待
ちしています。

（電話・ＦＡＸ　82 － 4615）

大久保地区村づくり

　　16 周年記念セール開催 !!
期　日　11 月 10 日（土）
時　間　午前８時～午後４時

　出水麓歴史館では、11 月 22 日（木）から 2019
年２月 19 日（火）まで企画展「威徳天神三十六歌
仙展」を開催します。
　歌仙とは和歌に秀でた人のことで、室町時代、歌
仙の肖像を描いた歌仙絵に和歌を書き添えたものを
神社に奉納することが流行したといわれています。
　今回の企画展では、江戸時代に伊集院久明が山崎
威徳天神に奉納した三十六歌仙絵扁額を紹介しま
す。　  本庁文化財課（☎� 2108）

企画展「威徳天神三十六歌仙展」

物産直売所「山ん神」
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募集種目 募集人員 応募資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒

推薦 約 60 人
男子で中卒（見込含）17 歳未
満の成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校
長が推薦できるもの

11 月１日（木）
～同 30 日（金）

2019 年１月５日（土）
～同７日（月）
※いずれか１日を指定されます。

一般 約 260 人 男子で中卒（見込含）
17 歳未満の者

11 月１日（木）～
2019 年１月７日（月）

１次：2019 年１月 19 日（土）
２次：2019 年２月１日（金）
　　　～同４日（月）

自衛官候補生

男
陸：約 5,400 人
海：約 1,100 人
空：約 1,660 人 18 歳以上 33 歳未満の者

※ 10 月１日から 33 歳へ
年齢引き上げ

第２回 10 月９日（火）
～ 11 月 12 日（月） 11 月 24 日（土）

第３回 12 月３日（月）～
2019 年１月 15 日（火） 2019 年２月３日（日）

女
陸：約 870 人
海：約 200 人
空：約 150 人 第４回 2019 年１月 21 日（月）

～２月 18 日（月） 2019 年３月２日（土）

自衛官等募集説明会が開催されます！

※試験会場については、受け付け時にお知らせします。
問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所（☎ 0996 － 22 － 2401）
　　　　　　　本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

 11 月 10 日（土）午後１時 30 分～同３時 30 分
 市中央公民館２階　学習室３・４

2018年度自衛官等募集案内 リックン（長男） カイクン（次男） クウクン（三男）

≪自衛隊鹿児島地方協力本部公式イメージキャラクター≫

　

市
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
委
託

検
針
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員　
４
人

募
集
期
間　
11
月
１
日
（
木
）
～

　

同
12
日
（
月
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

※
期
間
厳
守

業
務
内
容

○
検
針
電
卓
（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ

　

ナ
ル
）
を
使
用
し
た
水
道
メ
ー

　

タ
ー
の
検
針
業
務

○
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
伴
う
付

　

帯
業
務
（
宅
内
漏
水
の
通
知
、

　

不
良
量
水
器
の
発
見
）

業
務
期
間

　

毎
月
１
日
か
ら
１
週
間
程
度

検
針
戸
数

　

約
２
０
０
０
件（
１
人
当
た
り
）

委
託
料

　

60
円
（
１
件
当
た
り
）

契
約
期
間

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
翌

　

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
契
約

※
た
だ
し
、
契
約
更
新
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
、
70
歳
に
な
る
ま
で

　

更
新
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
委
託
予
定
者
は
、

　

２
０
１
９
年
２
・
３
月
に
約
１

　

週
間
業
務
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

　

す
。

応
募
資
格

○
心
身
と
も
に
健
康
で
、
２
０
１

　

９
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が

　

70
歳
未
満
の
方

○
出
水
市
に
住
所
を
有
し
、
引
き

　

続
き
市
内
に
居
住
で
き
る
方

○
原
動
機
付
自
転
車
以
上
の
免
許

　

を
有
す
る
方

応
募
方
法

○
提
出
書
類

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
市
販
の

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直
接

　

持
参
ま
た
は
郵
送
で
ご
応
募
く

水
道
メ
ー
タ
ー

　
委
託
検
針
員
を
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
12

　

日
消
印
の
も
の
ま
で

　

有
効

○
提
出
先　

　

本
庁
水
道
課
業
務
係

選
考
方
法
等

○
試
験
内
容　

書
類
選

　

考
お
よ
び
面
接
（
面

　

接
の
日
時
と
場
所
は

　

11
月
末
ま
で
に
通
知

　

し
ま
す
）

○
選
考
結
果
の
通
知　

　

選
考
の
結
果
は
、
面

　

接
後
１
週
間
程
度
で

　

通
知
し
ま
す
。

 

本
庁
水
道
課

　
（
☎
�
２
１
０
２
）

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
年
間
利
用
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
共
に
入
館
料
無
料
の
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
の
無
料
回
数
券
や
入
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ツ
ル
が
渡
来
す
る
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
金　

　

一
般　
　
　
　
　

２
１
６
０
円

　
（
※
75
歳
以
上
の
方
は
半
額
）

　

高
・
大
学
生　
　

１
０
８
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　

５
４
０
円

　

法
人
・
団
体　
１
０
８
０
０
円

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　

年
間
利
用
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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鶴
の
町
商
工
会
で
は
、
あ
っ
た

か
歳
末
特
産
品
ま
つ
り
に
出
店
を

希
望
す
る
団
体
・
個
人
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

 

12
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時

　

～
午
後
１
時

 

高
尾
野
き
ら
め
き
ド
ー
ム

【
出
店
部
門
】

特
産
品
・
正
月
用
品
部
門　

○
出
店
対
象
者　

市
内
の
農
業
者

　

・
商
業
者
・
学
校
・
団
体
等

○
出
店
品　

農
産
物
・
特
産
品
・

　

正
月
用
品
・
一
般
小
売
商
品
等

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
部
門

○
出
店
対
象
者　

出
店
を
希
望
す

　

る
団
体
お
よ
び
個
人

○
出
店
品　

家
庭
内
不
用
品
等

出
店
料　
千
円

応
募
期
限　
11
月
16
日
（
金
）

※
応
募
多
数
と
な
っ
た
場
合
、
事

　

前
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

・

 

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野

　

本
所
（
☎
�
１
０
６
５
）

　

一
般
社
団
法
人
出
水
民
泊
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
は
、
出
水
の
戦
争
遺

跡
を
知
っ
て
も
ら
い
、
あ
る
方
は

周
り
の
人
々
へ
、
ま
た
あ
る
方
は

平
和
ガ
イ
ド
と
し
て
、
若
い
世
代

に
戦
争
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
平
和
学
習
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

 

上
の
表
の
と
お
り

　

午
前
10
時
～
正
午

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
研
修
室

※
第
２
回
は
特
攻
碑
公
園
集
合
に

　

な
り
ま
す
。

 

無
料

申
込
期
限　
11
月
12
日
（
月
）

 

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

（
一
社
）
出
水
民
泊
プ
ラ

　

ン
ニ
ン
グ
（
☎
�
３
３
２
０
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
３
３
０
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

nishiizum
i0403

　

@
gm

ail.com

　

た
方
（
来
年
３
月
に
卒
業
見
込

　

み
の
方
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ

　

ら
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

　

る
と
認
め
ら
れ
る
方

必
要
経
費

　

入
校
料　

５
６
５
０
円

　

授
業
料　

９
９
０
０
円（
月
額
）

　

寮　

費　

３
５
０
０
円（
月
額
）

　

食　

費　

約
２
万
７
千
円

　
　
　
　
　
（
３
食
月
額
）

選
考
場
所

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

Ｂ
日
程

　

出
願
期
限　

11
月
29
日
（
木
）

　

選
考
日　

12
月
７
日
（
金
）

Ｃ
日
程

　

出
願
期
限

　

２
０
１
９
年
１
月
11
日
（
金
）

　

選
考
日

　

２
０
１
９
年
１
月
25
日
（
金
）

※
定
員
に
達
し
た
科
は
、
選
考
を

　

実
施
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

○
10
月
14
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
20
分

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

○
12
月
９
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
20
分

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

 
県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
５

－

６
５

－

２
２

　

４
７　

担
当
：
溝
、
階
元
）

あ
っ
た
か
歳
末
特
産
品

ま
つ
り
の
出
店
者
募
集

平
和
学
習
講
座
の
受
講

生
を
募
集

〇実施日および内容
開催日 内容 講師

第１回 11/19
（月）

○出水特攻基地と太平洋戦争の歴史
○出水の戦跡

出水平和ガイド
第２回 11/26

（月） ○平和ガイドによる現地案内

第３回 12/ 3
（月）

○出水での戦争体験の聞き取りから
　見えるもの
○感想・意見・平和ガイドの提案

市生涯学習課
出水平和ガイド

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
来
年
度
の
一
般
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
科
目　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

科
、
情
報
処
理
科

募
集
人
員　
各
科
20
人

訓
練
期
間　
各
科
２
年

応
募
資
格　
高
等
学
校
を
卒
業
し

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

の
入
校
生
を
募
集

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

11
月
８
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

▽地下戦闘指揮所
　（特攻碑公園内）
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公
立
幼
稚
園
で
行
っ
て
い
る
預

か
り
保
育
（
延
長
保
育
）
に
つ
い

て
、
下
表
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま

す
。

※
預
か
り
保
育
（
延
長
保
育
）
は

　

幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
園
児

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

公
立
幼
稚
園
の
申
し
込
み
受
け

付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 

申
込
書
（
11
月
14
日
（
水
）

　

か
ら
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
15
日（
木
）～
同
26
日（
月
）

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

○
申
込
書
は
、
市
内
各
幼
稚
園
ま

　

た
は
本
庁
学
校
教
育
課
で
配
布

○
受
け
付
け
は
各
幼
稚
園
で
午
後

　

２
時
30
分
～
同
５
時

対
象
児

○
入
園
日
に
出
水
市
内
に
住
所
が

　

あ
る
幼
児

○
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
４
月

　

２
日
か
ら
２
０
１
６
（
平
成

　

28
）
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生

　

児
※
私
立
幼
稚
園
の
募
集
に
つ
い
て

　

は
希
望
す
る
私
立
幼
稚
園
に
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

各
公
立
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁

　

学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

公
立
幼
稚
園
に

入
園
し
ま
せ
ん
か

幼　稚　園　名 募集予定人員 面接日 連絡先
西出水小学校附属紫翠幼稚園 71 人 12 月 14 日 ☎ 63 － 2158
東出水小学校附属幼稚園 38 人 12 月 11 日 ☎ 63 － 2163
米ノ津小学校附属幼稚園 19 人 12 月 12 日 ☎ 67 － 2938
米ノ津東小学校附属幼稚園 86 人 12 月 14 日 ☎ 67 － 1023
切通小学校附属幼稚園 30 人 12 月 14 日 ☎ 67 － 2919
野田小学校附属幼稚園 50 人 12 月 13 日 ☎ 84 － 2067
鶴荘学園附属幼稚園 27 人 12 月 13 日 ☎ 82 － 3670

園　名 校　区 預かり保育
（延長保育）実施日 保育料 年間登録利用料金

（利用日数制限なし）
一時利用料金

（月10日間まで）

紫翠幼稚園 西出水

月～金曜日
午前８時～同８時 30 分
午後２時～同６時（午前８時
30 分～午後２時は保育時間） 一律

5,700 円

１カ月　9,300 円
おやつは持参

（給食はありません。）
保育料とは別途上記
の料金が発生します。

１日　400 円

土曜日・夏・冬・春休み
午前８時～午後６時

土曜日　1,000 円
夏・冬・春休み
１日　1,000 円

切通幼稚園 切通

月～金曜日
午前８時～同８時 30 分
午後２時～同５時（午前８時
30 分～午後２時は保育時間） 一律

5,700 円

１カ月　5,500 円
１日　50 円程度のお
やつ代

（給食はありません。）
保育料とは別途上記
の料金が発生します。

１日　300 円

夏・冬・春休み
午前８時～午後５時

土曜日なし
夏・冬・春休み
１日　900 円

預
か
り
保
育
（
延
長
保

育
）
行
っ
て
い
ま
す
！

【例１】紫翠幼稚園　年間登録利用の場合（１カ月分）
　　　5,700 円（保育料）＋ 9,300 円（延長保育利用料金）＝ 15,000 円

【例２】紫翠幼稚園　一時利用の場合（５日間分）
　　　5,700 円（保育料）＋（400 円×５日）＝ 7,700 円

　

国
で
は
、
11
月
を
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
民
間

団
体
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
多
く

の
関
係
者
に
参
加
を
求
め
、
児
童

虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も

の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、「
す
べ

て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
、
健

や
か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
そ

の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
児
童

憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

ず
に
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は
保
護
者

　
（
親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育

　

者
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
に
加
え

　

ら
れ
た
次
の
よ
う
な
行
為

○
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、け
る
、

　

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

　

負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
、

　

意
図
的
に
子
ど
も
を
病
気
に
さ

　

せ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す
な
ど

○
性
的
虐
待　

性
的
行
為
の
強

　

要
、
性
器
を
触
る
、
触
ら
せ
る
、

　

性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル

　

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
子

　

ど
も
を
強
要
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
ま

児
童
虐
待
を
防
止
し
よ
う
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し
ま
す
。定
員
に
達
し
た
場
合
、

　

待
機
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
所
日
・
開
所
時
間

○
平
日
・
土
曜
授
業

　

下
校
時
～
午
後
６
時

○
土
曜
日
・
夏
休
み
等
（
日
曜
・

　

祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

会
費　
世
帯
状
況
、
市
町
村
民
税

　

等
で
会
費
は
異
な
り
ま
す
。

※
会
費
の
ほ
か
、
お
や
つ
代
、
傷

　

害
保
険
料
等
が
別
途
必
要
で

　

す
。
開
所
時
間
、
お
や
つ
代

　

等
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
連

　

絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

各
運
営
事
業
体
（
右
表
参
照
）

　

ま
た
は
本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

 

11
月
１
日
か
ら
本
庁
こ
ど
も

　

課
・
各
支
所
総
合
市
民
課
ま
た

　

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
備
え
て
あ

　

る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
受
付
期
間
内
に

　

本
庁
こ
ど
も
課
・
各
支
所
総
合

　

市
民
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

対
象
児
（
次
の
い
ず
れ
の
条
件
を

　

満
た
す
児
童
が
対
象
）

○
市
内
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
る

　

児
童

○
保
護
者
が
就
労
・
就
学
等
に
よ

　

り
昼
間
保
育
で
き
な
い
児
童

※
現
会
員
も
自
動
的
に
継
続
入
会

　

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

　

受
付
期
間
内
に
申
込
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
就
労
状
況
等
に
よ
り
、
優
先
度

　

の
高
い
児
童
か
ら
入
会
を
決
定

　

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
会
員
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

※
夏
休
み
期
間
の
み
の
利
用
も
受

　

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
12
日
（
月
）
～

　

同
30
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員
を

募
集

児童クラブ名称 募集人員 連絡先
出水 35 人

社会福祉法人出水市
社会福祉協議会
☎ 63 － 3333

西出水 50 人
東出水 35 人
米ノ津 40 人
米ノ津東 40 人
野田 30 人
まなづる 20 人

西出水保育園
中央第一 35 人

社会福祉法人
南嶺山福祉会
☎ 62 － 0577

信和会米ノ津 25 人 社会福祉法人 信和会
☎ 67 － 2166

切通 15 人 切通児童クラブ運営委員会
☎ 090 － 6896 － 6626

高尾野 85 人 学校法人 慈愛学園
☎ 82 － 2931江内 15 人

しもずる 40 人 社会福祉法人 下水流福
祉会☎ 82 － 0030

　

方
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
年
度
途
中
（
来
年
５
月
以
降
）

　

に
入
所
を
希
望
す
る
方
に
つ
い

　

て
も
受
付
期
間
中
に
申
し
込
み

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
間
内
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た

　

方
の
児
童
ご
と
に
、
就
労
状
況

　

等
に
よ
り
保
育
所
入
所
の
優
先

　

度
を
決
定
し
ま
す
。
優
先
度
の

　

高
い
方
か
ら
順
に
入
所
決
定
を

　

し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に

　

申
し
込
み
を
し
て
も
、
入
所
で

　

き
ず
に
待
機
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

※
勤
務
先
が
出
水
市
外
に
あ
る
な

　

ど
の
理
由
で
市
外
の
保
育
所
等

　

へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方
は
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

ル（
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
））

　

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
４

－

３
０

　

０
３
）

　

出
水
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
☎
�
２
６
８
８
）

　

来
年
４
月
以
降
に
市
内
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
部

分
）・
小
規
模
保
育
事
業
所
等
に

入
所
を
希
望
す
る
方
の
申
し
込
み

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
12
日
（
月
）
～

　

同
30
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

 

11
月
１
日
か
ら
本
庁
こ
ど
も

　

課
、
各
支
所
総
合
市
民
課
で
入

　

所
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の

　

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
所
対
象
者
（
次
の
事
由
に
該
当

　

す
る
保
護
者
の
児
童
）

○
就
労
・
就
学

○
妊
娠
・
出
産

○
家
族
や
病
人
等
の
介
護

○
災
害
等
に
よ
る
被
災

○
求
職
活
動
中

※
育
児
休
業
中
の
方
で
、
職
場
に

　

復
帰
す
る
日
が
決
定
し
て
い
る

市
内
保
育
所
等
の

入
所
を
受
け
付
け
ま
す

　

た
は
怠
慢
）

　

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与

　

え
な
い
、
衣
服
や
下
着
な
ど
を

　

長
時
間
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に

　

す
る
、
お
む
つ
を
替
え
な
い
、

　

子
ど
も
が
求
め
て
い
る
の
に
ス

　

キ
ン
シ
ッ
プ
を
し
な
い
、
病
気

　

や
け
が
を
し
て
も
病
院
に
連
れ

　

て
行
か
な
い
、
子
ど
も
の
意
思

　

に
反
し
て
学
校
等
に
登
校
さ
せ

　

な
い
、
極
端
に
不
潔
な
環
境
の

　

中
で
生
活
を
さ
せ
る
、
自
動
車

　

内
や
家
に
置
き
去
り
に
す
る
、

　

保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る

　

虐
待
を
放
置
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅

　

し
、
脅
迫
、
無
視
、
兄
弟
間
の

　

差
別
的
扱
い
、
甘
え
て
き
て
も

　

無
視
す
る
な
ど
の
拒
否
的
な
態

　

度
、
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
や

　

そ
の
他
の
家
族
な
ど
に
暴
力
を

　

ふ
る
う
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

５
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

　

わ
ず
連
絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

　

い
訳

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

　

こ
り
う
る

相
談
・
連
絡
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
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本
市
で
は
、
健
診
や
医
療
費
の

情
報
を
分
析
し
て
健
康
課
題
を
見

つ
け
、
市
民
の
方
々
の
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
保

健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医

療
費
分
析
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

年
齢
階
層
別
被
保
険
者
一
人
当
た

り
医
療
費

　

２
０
１
７
年
度
の
年
齢
階
層
別

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
25
歳
を
境
に
年
齢
が
高
く
な

る
に
つ
れ
、
徐
々
に
一
人
当
た
り

の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
齢
階
層
別
医
療
費
上
位
３
疾
病

　

年
齢
階
層
別
医
療
費
の
上
位
３

疾
病
は
、
０
～
19
歳
で
は
「
呼
吸

器
系
の
疾
患
」、
20
～
24
歳
・
30

～
59
歳
で
は
「
精
神
及
び
行
動
の

障
害
」、
60
～
74
歳
で
は
「
循
環

器
系
の
疾
患
」
が
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
、
生
活
習
慣
病
と
関
わ
り

の
あ
る
「
循
環
器
系
の
疾
患
」
や
、

要
介
護
状
態
と
な
る
危
険
性
の
高

い
「
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の

疾
患
」は
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
水
市
国
民
健
康
保
険

の
医
療
費
分
析
の
結
果

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

208,718 円

70,733 円
53,136 円

93,685 円
71,529 円

128,365 円
158,962 円

185,430 円

280,548 円

443,251 円

463,312 円

495,751 円

505,904 円

495,166 円

578,091 円

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

資料：レセプトによる医療費分析データ　2017 年 3 月～ 2018 年 2 月診療分

１位 ２位 ３位

０～４歳 周産期に発生した病態 呼吸器系の疾患
先天性奇形、変形及び
染色体異常

５～９歳 呼吸器系の疾患
内分泌、栄養及び代謝
疾患

筋骨格系及び結合組織
の疾患

１０～１４歳 呼吸器系の疾患
内分泌、栄養及び代謝
疾患

損傷、中毒及びその他
の外因の影響

１５～１９歳 呼吸器系の疾患
血液及び造血器の疾患
並びに免疫機構の障害

神経系の疾患

２０～２４歳 精神及び行動の障害 呼吸器系の疾患 神経系の疾患

２５～２９歳
損傷、中毒及びその他
の外因の影響

神経系の疾患 呼吸器系の疾患

３０～３４歳 精神及び行動の障害 呼吸器系の疾患 神経系の疾患

３５～３９歳 精神及び行動の障害 神経系の疾患 呼吸器系の疾患

４０～４４歳 精神及び行動の障害 消化器系の疾患
腎尿路生殖器系の疾
患

４５～４９歳 精神及び行動の障害
血液及び造血器の疾患
並びに免疫機構の障害

腎尿路生殖器系の疾
患

５０～５４歳 精神及び行動の障害 新生物 神経系の疾患

５５～５９歳 精神及び行動の障害
腎尿路生殖器系の疾
患

内分泌、栄養及び代謝
疾患

６０～６４歳 循環器系の疾患 精神及び行動の障害 新生物

６５～６９歳 循環器系の疾患 新生物
筋骨格系及び結合組織
の疾患

７０～７４歳 循環器系の疾患 新生物
筋骨格系及び結合組織
の疾患

校
区
別
生
活
習
慣
病
治
療
割
合

　

校
区
別
生
活
習
慣
病
の
治
療
割

合
を
分
析
し
ま
し
た
。

○
糖
尿
病
治
療
者
が
多
い
順

１
位　

江
内
地
区

２
位　

大
川
内
地
区

３
位　

荘
地
区

○
高
血
圧
症
治
療
者
が
多
い
順

１
位　

江
内
地
区

２
位　

荘
地
区

３
位　

下
水
流
地
区

○
脂
質
異
常
症
治
療
者
が
多
い
順

１
位　

江
内
地
区

２
位　

米
ノ
津
地
区

３
位　

米
ノ
津
東
地
区

資料：レセプトによる医療費分析データ　2017 年 3 月～ 2018 年 2 月診療分

特
定
健
診
の
受
診
者
と
未
受
診
者

の
生
活
習
慣
病
治
療
状
況

　

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
特
定
健

診
受
診
者
と
未
受
診
者
の
生
活
習

慣
病
患
者
数
と
被
保
険
者
一
人
当

た
り
医
療
費
を
比
較
す
る
と
、
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
で
き
、
医
療
費
も
抑
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

131人

2,622人

341人

3,335人

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

入院 外来

健診受診者 健診未受診者

63,586円

104,119円
120,438円 115,767円

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000

入院 外来

健診受診者 健診未受診者

資料：レセプトによる医療費分析データ　2017 年 3 月～ 2018 年 2 月診療分

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

大川内 東出水 出水 西出水 米ノ津東 米ノ津 荘 高尾野 下水流 江内 野田

糖尿病 高血圧症 脂質異常症

◁
年
齢
階
層
別
医
療
費　

上
位
３
疾
病

2017 年度年齢階層別被保険者
一人当たり医療費（年間）

校区別生活習慣病治療割合

生活習慣病患者一人当たり医療費生活習慣病患者数
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市
役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。
た
だ
し
、
滅
失
登
記
の
申
請

が
12
月
末
日
ま
で
に
行
え
な
い
場

合
は
、「
解
体
届
」
を
本
庁
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
解
体

し
た
場
合

　
「
解
体
届
」
を
本
庁
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
解
体
し
た
年
に

手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
、
添
付

書
類
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
前

年
以
前
に
解
体
し
た
家
屋
の
手
続

き
を
行
う
場
合
は
、
解
体
業
者
が

発
行
す
る
「
解
体
証
明
書
」、「
領

収
書
」
等
、
解
体
日
が
確
認
で
き

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
添
付
書
類
等
で
解
体
日
が
確
認

　

で
き
な
い
場
合
は
、
手
続
き
を

　

行
っ
た
年
ま
で
は
課
税
さ
れ
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
「
解
体
届
」
は
本
庁
税
務
課
お

　

よ
び
各
支
所
総
合
市
民
課
に
備

　

え
て
あ
り
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
２
）

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防

〇
特
定
健
診
の
結
果
、
医
療
機
関

　

へ
の
受
診
が
必
要
だ
が
受
診
さ

　

れ
て
い
な
い
方
へ
の
訪
問
指
導

　

の
実
施

〇
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
中
断
さ

　

れ
た
方
へ
医
療
機
関
へ
の
受
診

　

勧
奨
の
実
施

健
康
教
育

〇
健
康
づ
く
り
講
演
会

〇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

〇
高
血
圧
予
防
教
室

〇
糖
尿
病
予
防
教
室

特
定
健
診
未
受
診
者
訪
問

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
へ
受
診
勧
奨
の
訪
問
を
実
施

重
複
・
頻
回
受
診
者
訪
問
指
導

　

医
療
機
関
受
診
が
重
複
し
て
い

る
方
や
、
頻
回
に
受
診
し
て
い
る

方
へ
適
正
受
診
を
促
す
た
め
の
訪

問
指
導
を
実
施

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
促
進

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通

知
を
実
施

　

11
月
か
ら
特
定
健
診
・
長
寿
健

診（
個
別
健
診
）も
始
ま
り
ま
す
！

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
、
特
定
健
診
を
毎
年
受
け

ま
し
ょ
う
！

　

Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
！
健
康
!!

　

Ｇ
Ｏ
！
特
定
健
診
!!

 

　

医
療
費
分
析
、
特
定
健
診
、
未

　

受
診
者
訪
問
、
重
複
頻
回
受
診

　

者
訪
問
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　

品
に
関
す
る
こ
と

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

重
症
化
予
防
、
健
康
教
育
に
関

　

す
る
こ
と

　

市
健
康
増
進
課

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

住
宅
や
倉
庫
等
の
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
解
体
し
た
と
き

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
ず

解
体
し
た
年
の
年
末
ま
で
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

　

日
現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま

　

す
。
そ
の
た
め
、
解
体
さ
れ
た

　

翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り

　

ま
す
。

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
解
体
し

た
場
合

　

法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
滅
失
登

記
が
完
了
す
る
と
、
法
務
局
か
ら

市
役
所
へ
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
市
で
実
施
し
て
い
る

　
　
　
　
　
保
健
事
業

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

家
屋
を
解
体
し
た
ら
手

続
き
が
必
要
で
す

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射（
補
回
）

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
、
生
後

91
日
以
上
で
、
今
年
度
未
接
種
の

犬
で
す
。
都
合
の
良
い
会
場
ま
た

は
市
内
の
動
物
病
院
で
来
年
３
月

１
日
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。・

 

次
の
表
の
と
お
り

 ○
注
射
手
数
料
（
年
１
回
）

　

３
４
０
０
円

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

（
補
回
）

狂犬病予防集合注射（補回）日程表
月　日 実施場所 実施時間

11月14日
（水）

高尾野公民館駐車場 午前９時 30 分～同 50 分
野田支所駐車場 午前10時10分～同30分

江内カントリーコア 午前10時50分
　～午前11時10分

11月25日
（日）

大川内農業者
トレーニングセンター 午前９時 30 分～同 50 分

出水公会堂 午前10時10分～同30分

米ノ津公会堂 午前10時50分
　～午前11時10分

高尾野支所駐車場 午前11時30分～同50分

11月28日
（水）

出水公会堂 午前９時 30 分～同 50 分
米ノ津公会堂 午前10時10分～同30分
下水流農業者
トレーニングセンター

午前10時55分
　～午前11時15分

野田支所駐車場 午前11時30分～同50分
※問診票の紛失や、届かない場合または飼い犬の死亡や登録者
　の変更等があった場合はご連絡ください。

○
登
録
手
数
料
（
生
涯
１
回
）

　

３
０
０
０
円

※
集
合
注
射
日
程
以
外
に
、
動
物

　

病
院
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
詳

　

し
く
は
、
電
話
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

・
川
本
動
物
病
院
（
沖
田
）

　
（
☎
�
６
２
１
２
）

・
北
野
動
物
病
院
（
東
大
野
原
）

　
（
☎
�
３
６
４
４
）

・
さ
さ
き
動
物
病
院
（
西
之
口
）

　
（
☎
�
８
８
３
０
）

・
ス
マ
イ
ル
動
物
医
院
（
太
鼓
橋
）

　
（
☎
�
２
０
２
５
）

・
永
田
動
物
病
院
（
阿
久
根
市
）

　
（
☎
�
１
９
０
０
）

 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）
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出
水
税
務
署
で
は
、
源
泉
徴
収

義
務
者
の
方
を
対
象
と
し
た
「
給

与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

 

11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

　
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
に
は
年

末
調
整
説
明
会
の
案
内
状
と
一
緒

に
年
末
調
整
関
係
書
類
を
10
月
下

旬
か
ら
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
説
明
会
出
席
の
際
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
22
日
（
木
）
午
後

２
時
～
同
４
時
、
阿
久
根
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
し
ま
す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
や
農
薬

の
空
容
器
を
収
集
し
ま
す
。

 

11
月
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
同
９
時
30
分

 

Ｊ
Ａ
出
水
事
業
所
米
倉
庫
前

 

11
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

 

Ｊ
Ａ
本
所
資
材
セ
ン
タ
ー

 

３
０
０
円
～

　
（
１
キ
ロ
㌘
当
た
り
）

※
水
銀
、
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
２
万
２
千
円
程
度
。

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。

※
１
キ
ロ
㌘
未
満
の
数
量
は
、
１

　

キ
ロ
㌘
に
切
り
上
げ
計
算
と
な

　

り
ま
す
。

※
収
集
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

 

Ｊ
Ａ
本
所
資
材
課

　
（
☎
�
２
６
３
２
）

　

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

農
業
用
廃
残
農
薬
類
の

収
集

定
住
を
支
援

～
定
住
補
助
を
継
続
中
～

※
い
ず
れ
の
補
助
も
、
市
税
等
の

　

滞
納
が
な
い
方
で
、
自
治
会
に

　

加
入
し
て
い
る
方
、
１
年
以
内

　

の
再
転
入
で
な
い
方
が
対
象
で

　

す
。

市
内
定
住
住
宅
取
得
補
助
金
（
２

０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
～
２
０

　

１
９
年
３
月
31
日
に
、
市
外
か

　

ら
出
水
市
内
に
転
入
し
て
、
定

　

住
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取
得

　

し
た
方
に
、
３
年
間
補
助
金
を

　

交
付
し
ま
す
。

☆
１
年
目　

現
金　

20
万
円

☆
２
年
目　

商
品
券
15
万
円

☆
３
年
目　

商
品
券
15
万
円

※
生
計
を
共
に
す
る
中
学
生
以
下

　

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
補

　

助
金
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

○
住
宅
の
新
築
ま
た
は
新
規
購
入

　
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
ま
た
は

　

購
入
費
が
３
０
０
万
円
以
上
に

　

に
限
る
）
を
し
た
方

※
住
宅
取
得
日
等
（
申
請
基
準
日
）

　

か
ら
６
カ
月
以
内
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
市
外
か
ら
出
水
市

　

内
に
転
入
し
、
本
人
名
義
の
住

　

宅
を
増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た

　

方
に
、
工
事
費
の
15
％
を
助
成

　

し
ま
す
。

※
上
限
15
万
円

補
助
対
象
者

○
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
を
リ
フ

　
ォ
ー
ム
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
が

　

20
万
円
以
上
に
限
る
）
し
た
方

※
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
日
等
（
申
請

　

基
準
日
）
か
ら
１
年
以
内
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
通
勤
者
に
対
す
る
支
援
事
業

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

補
助
対
象
者

〇
２
０
１
３
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
出
水
市
内
に
転
入

　

し
た
方
（
転
入
者
以
外
で
も
、

　

離
職
後
２
年
以
内
で
、
65
歳
未

　

満
の
方
は
利
用
可
能
）

○
市
外
の
事
業
所
に
、
公
共
交
通

　

機
関
（
定
期
券
）
を
利
用
し
て

　

通
勤
し
て
い
る
方

補
助
金
の
計
算
方
法

　

定
期
券
代
（
事
業
所
通
勤
手
当

　

等
を
除
く
）
の
２
分
の
１

※
月
額
で
上
限
２
万
円

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

※
通
学
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
定
期
券
購
入
日
か
ら
半
年
以
内

　

の
申
請
が
必
要
で
す
。

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
家
賃
補
助

金
（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
に
、

市
外
か
ら
定
住
の
た
め
出
水
市
内

に
転
入
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
お

住
ま
い
の
子
育
て
世
帯
の
方
に
家

賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
が

　

対
象
で
す
。（
市
営
住
宅
、
公

　

的
賃
貸
住
宅
、
社
宅
・
寮
な
ど

　

は
対
象
外
）

補
助
対
象
世
帯

○
転
入
時
に
中
学
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は
転
入

　

後
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯

　
（
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登
録
）

○
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
を
締
結
し
て
本
市
に
転

　

入
し
、
居
住
を
開
始
し
た
方
。

※
転
勤
等
に
よ
り
市
外
へ
の
転
出

　

が
想
定
さ
れ
る
方
を
除
く
。

補
助
金
の
計
算
方
法

　

月
額
家
賃
（
事
業
所
住
宅
手
当
、

　

共
益
費
、
駐
車
場
料
等
除
く
）

　

の
２
分
の
１
（
月
額
上
限
２
万

　

円
）

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

※
転
入
日
（
ま
た
は
転
入
後
に
新

　

た
に
子
が
生
ま
れ
た
世
帯
は
当

　

該
日
）
か
ら
半
年
以
内
の
申
請

　

が
必
要
で
す
。

 
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

年
末
調
整
説
明
会

11 月 11日～同 17日は、
「税を考える週間」です。
　今年のテーマは、

「くらしを支える税」です。
　詳しくは、国税庁ホー
ムページをご覧ください。
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税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
財

源
で
す
。
市
税
等
の
滞
納
は
、
市

の
財
政
を
圧
迫
し
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
き
た
す
原
因
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
納
期

内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て

い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平
性

を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
に
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
を
発

送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
後

ま
で
に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
、

「
市
は
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
地

方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
自
主
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
税
、

督
促
手
数
料
に
加
え
延
滞
金
も
発

生
し
ま
す
。
滞
納
処
分
の
対
象
と

な
る
と
、
経
済
的
な
不
利
益
が
生

じ
る
う
え
に
社
会
的
な
信
用
も
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
例
：
市
営
住
宅
入
居
の
制

限
や
各
種
補
助
金
申
請
等
で
の
制

限
、
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
の
短
縮
な
ど
）

　

滞
納
者
が
転
出
し
た
場
合
で

も
、
転
出
先
に
実
態
調
査
等
を
行

い
、
同
じ
よ
う
に
財
産
調
査
を
継

続
し
て
各
種
財
産
を
差
し
押
さ
え

ま
す
。

　

滞
納
者
が
死
亡
さ
れ
た
場
合

も
、
滞
納
が
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
財
産
と
同
様

に
、
民
法
の
規
定
に
従
っ
て
配
偶

者
や
子
な
ど
の
相
続
人
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
分
に
応
じ
て
滞
納
税
が

引
き
継
が
れ
（
承
継
さ
れ
）
ま
す
。

承
継
さ
れ
た
滞
納
税
は
、
相
続
人

の
滞
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
滞
納
税
は
一
括
納
付
が
原

則
で
す
が
、
生
活
状
況
の
聞
き
取

り
な
ど
を
行
っ
た
う
え
で
分
割
納

付
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
事
情
が
あ
る
場
合
で
も

滞
納
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
ま

ず
は
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

※
11
月
は
催
告
書
を
送
付
す
る
月

　

で
す
。
早
め
の
納
付
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
収
納
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
２
８
）

市
税
等
の
滞
納
処
分

ス
ト
ッ
プ
滞
納
！

所得税・復興特別所得税の予定
納税（第２期分）の納期限は
11月 30日（金）です。
期限までに金融機関や税務署の窓口
で納付しましょう。

 出水税務署（自動音声案内）
　（☎ 62 － 0200）

出
水
麓
歴
史
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

出
水
麓
歴
史
館
で
は
、
い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
開
催
に
伴
う
出
水

麓
武
家
屋
敷
で
の
竹
灯
籠
展
示
期
間
中
、
午
後
９
時
ま
で
開
館
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

開
館
を
延
長
す
る
期
間　
11
月
１
日
（
木
）
～
同
３
日
（
土
）

期
間
中
の
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

 

出
水
麓
歴
史
館
（
☎
�
１
３
９
０
）

　12 月１日、全国で住生活総合調査が
行われます。
　この調査は、住生活基本法に基づく
住生活の安定・向上に係る総合的な施
策を推進する上で必要となる基礎資料
を得ることを目的としています。
　今回は、10 月に実施された住宅・土
地統計調査に回答いただいた世帯の中
から一部を選び、全国で約 12 万世帯
を対象に行います。
　11 月下旬からポスティングにより調
査票を配布し、郵送・オンラインによ
り回収しますので、ご協力をお願いし
ます。

・  本庁住宅課（☎ 63 － 4127）

住生活総合調査に
　ご協力ください

税
務
研
修
会
開
催
！

　

北
薩
法
人
会
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
税
制
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
13
日
（
火
）
午
後
４
時

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ　

 

無
料

講
演
①　
講
師　
出
水
税
務
署
長　

高
山　

伸
也　

氏

　
　
　
　
演
題　
「
一
税
務
職
員
と
し
て
思
う
こ
と
」

講
演
②　
講
師　
日
本
銀
行
鹿
児
島
支
店
長　

上
口　

洋
司　

氏

　
　
　
　

演
題　
「
鹿
児
島
経
済
と
日
本
銀
行
」

定
員　
１
０
０
人

・

 

北
薩
法
人
会
事
務
局
（
☎
�
１
３
３
８
）

納
期
限
内
に
自
主
納
付

滞
納
の
デ
メ
リ
ッ
ト

転
出
や
死
亡
の
場
合

事
情
が
あ
る
場
合
は
早
め

に
相
談
を
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松
まつした
下　祐

ゆ か
香さん

出水市の好きなところは？
　豊かな自然や武家屋敷等の
文化財、おいしい食べ物など
が身近にあり、住みやすい。
出水市に望むことは？　
　市外から嫁いできたのです
が、閉鎖的なところがあるよ
うに感じるので、新しいもの
をどんどん取り入れてもっと
元気なまちにしてほしい。

森
もりやま
山　大

だいち
地さん

出水市の好きなところは？
　出水の人は、みんなやさし
くて元気がある。また、ツル
や武家屋敷といった自慢でき
るところがたくさんある。
出水市に望むことは？　
　出水の自慢できるところを
もっとアピールして、にぎや
かなまちにしてほしい。

糖
尿
病
の
重
症
化
予
防

　
～
え
の
き
と
し
め
じ
に

ご
用
心
～

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
糖

尿
病
の
話
題
が
多
い
よ
う
で
す
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
「
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
」
で
も
20
歳

以
上
の
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る

人
は
１
千
万
人
を
超
え
、
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
人
も
１
千
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
（
２
型
）
と
は
、
遺
伝

的
な
体
質
や
、
長
年
の
生
活
習

慣
、
加
齢
に
よ
り
、
血
糖
値
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
量
や
そ
の
働
き
が
不
足
す
る

こ
と
で
高
血
糖
状
態
が
慢
性
的
に

続
き
、
全
身
の
血
管
が
傷
害
さ
れ

る
病
気
で
す
。

　

健
診
な
ど
で
「
糖
尿
病
疑
い
」

と
い
わ
れ
て
も
「
ま
だ
大
丈
夫
」

と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
大
き

い
血
管
で
は
、「
境
界
域
」
と
言

わ
れ
る
血
糖
値
で
も
動
脈
硬
化
症

を
お
こ
し
、「
え
の
き
」（
え
そ
、

脳
血
管
疾
患
、
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
の
頭
文
字
）
の
合
併
症
を
起
こ

145

し
や
す
く
し
ま
す
。
ま
た
細
い
血

管
は
糖
尿
病
に
特
徴
的
な
「
し
め

じ
」（
神
経
障
害
、
網
膜
症
、
腎

不
全
の
頭
文
字
）
の
３
大
合
併
症

を
お
こ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
誰
も
が
な
り
う
る

病
気
で
す
。
発
症
し
て
も
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
血

糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA

1c

な

ど
の
値
は
定
期
的
に
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
糖
尿
病
治
療

中
の
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

や
、
合
併
症
と
し
て
の
腎
不
全
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ

デ
ー
タ
に
よ
る
）。
食
事
療
法
や

運
動
療
法
を
基
本
に
し
て
、
き
ち

ん
と
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
「
え
の
き
」「
し
め
じ
」

な
ど
の
重
症
化
の
予
防
、
ひ
い
て

は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

「
裁
判
員
候
補
者
」
と
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

　

来
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
ま
た
は
「
検
察

審
査
員
候
補
者
」
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定

さ
れ
ま
す
（
20
歳
未
満
を
除
く
）。

　

選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
に
は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
制
度
で
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 
裁
判
員　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
２

－

７
１
５
７
）

　

検
察
審
査
員　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
９

－

８
０
８

－
３
７
１
９
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
水
麓
街
な
み
保

存
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
と
親
睦
の
た
め
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
23
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
開
始

 

出
水
運
動
公
園

 

５
０
０
円
（
一
人
当
た
り
）

申
込
締
切
期
限　
11
月
12
日
（
月
）

・

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
水
麓
街
な

　

み
保
存
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
０

－

２
５
８
４

－

８

　

９
６
２
：
西
濱
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

広
報
い
ず
み
10
月
号
８
ペ
ー

ジ
の
記
事「
市
民
体
育
大
会
種

目
別
成
績
」に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
剣
道
・
中
学
生
女
子
①
肱

岡
桃
香（
出
水
中
）」と
あ
り
ま

し
た
が
、
正
し
く
は「
剣
道
・

中
学
生
女
子
①
肱
岡
桃
香（
高

尾
野
中
）」で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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「
安
く
な
る
」
に
ご
注
意
を
！

　
「
電
話
代
が
安
く
な
り
ま
す
。」や
、

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
が
要
ら
な
く

な
り
ま
す
。」
な
ど
の
誘
い
文
句
で

近
寄
る
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。

事
例
１

　

契
約
中
の
大
手
通
信
事
業
者
Ａ
を

名
乗
る
電
話
が
あ
り
、「
光
コ
ラ
ボ

の
案
内
で
す
。
今
よ
り
千
円
ほ
ど
安

く
な
る
。」
と
勧
誘
さ
れ
た
。

　

Ａ
社
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思
い
手

続
き
を
し
た
ら
、
別
会
社
と
の
契
約

に
な
っ
て
い
た
。

事
例
２

　
「
電
気
工
事
の
お
知
ら
せ
に
訪
問

し
た
い
。」
と
言
わ
れ
、
契
約
中
の

電
力
会
社
だ
と
思
い
話
を
聞
い
た
。

　
「
こ
の
地
域
は
皆
、
光
回
線
に
し

て
い
る
。」
と
、
変
更
が
必
要
で
あ

る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
書
類
に
記

入
し
た
ら
、
別
会
社
の
光
回
線
申
し

込
み
だ
っ
た
。

※
事
例
で
は
、「
安
く
な
る
」
と
勧

　
誘
さ
れ
て
も
、
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン

　
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
契
約
だ
っ
た

　
場
合
、
今
の
料
金
よ
り
高
く
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
は
、

　

従
前
の
会
社
を
解
約
し
な
い
と
、

　
請
求
が
続
き
ま
す
。

〇
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
か
ら
光
回
線
を
借
り

　

受
け
た
業
者
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー

　

シ
ョ
ン
事
業
者
）の
参
入
が
増
え
、

　

こ
れ
ら
が
提
供
す
る
光
回
線
サ
ー

　

ビ
ス
（
コ
ラ
ボ
光
）
の
相
談
が
寄

　

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
と

　

の
契
約
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
と
の
契

　

約
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
返
事
を
せ

　

ず
、
契
約
先
の
事
業
者
名
、
サ
ー

　

ビ
ス
名
な
ど
契
約
内
容
を
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

内
容
が
理
解
で
き
な
い
、
必
要
が

　

な
い
と
思
っ
た
場
合
は
、
き
っ
ぱ

　

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に

　

コ
ラ
ボ
光
は
、
電
気
通
信
事
業
法

の
解
約
ル
ー
ル
で
あ
る
「
初
期
契
約

解
除
制
度
」
の
対
象
で
す
。

　

解
約
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
に

書
面
で
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
で
の
手
続
き
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
、
お
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
・
変
更
は
、

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
！

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

２
０
１
９
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ご
本
人
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
が

納
付
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
届
い
た
控
除

証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
控
除
証
明
書
が
届
か
な

い
場
合
や
、
再
発
行
に
つ
い
て

は
、
川
内
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ

れ
た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
た
め
に
は
、
１

年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

の
金
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
は
控
除
証
明
書
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

開 催 日　12 月 26 日（水）
開催場所　本庁１階　多目的ﾎｰﾙ
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など
相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

12月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

任
意
加
入
に
つ
い
て

　

日
本
国
籍
を
持
つ
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
（
第
２
号
被
保
険

者
、
第
３
号
被
保
険
者
を
除
く
）

が
、
海
外
に
転
出
・
居
住
す
る
場

合
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
か
引

き
続
き
任
意
加
入
を
す
る
か
選
択

で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
を
希
望
す
る
方
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
な
ど
国
内
協

力
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
加
入
す
る
場
合

・
加
入
中
の
事
故
等
は
障
害
基
礎

　

年
金
等
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
加
入
中
に
納
付
し
た
保
険
料

　

は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

　

年
金
額
に
反
映
し
ま
す
。

〇
加
入
し
な
い
場
合

・
事
故
等
に
あ
っ
て
も
障
害
基
礎

　

年
金
等
の
対
象
に
な
り
ま
せ

　

ん
。

・
合
算
対
象
期
間
に
な
り
ま
す

　

が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
は
反
映

　

し
ま
せ
ん
。

　

海
外
か
ら
帰
国
し
た
場
合
は
国

民
年
金
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）
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………………………………読書の秋です……………………………… 
 

10 月 27 日（土）～11 月 9 日（金）（文化の日を中心とした 2 週間）

は、読書週間です。また、毎月第 3 土曜日は「市民読書の日」です。電

子メディアが溢れる昨今ではありますが、この機会にぜひ、図書館で、

ご家庭で、ホッと一息つきながら本の世界を楽しんでみませんか？

この本は、私が小さいときからある本です。母が好きな本だった 

ため、私達に買ってくれました。読み聞かせをしてくれて、とても 

おもしろかったのを覚えています。最初は、まだ本の意味が分かり 

ませんでしたが、成長するにつれて分かってきました。私が一番好 

きな場面は、最後にさなぎになってきれいなちょうちょになるとこ 

ろです。今では、私が妹や弟に読んであげています。なので、母や妹、弟にとっても 

大切な思い出の詰まった宝本です。これからもずっと大事にしていきたいです。 

   
 
 
 
 

 

  

 

    

 

 

 

   

  

  

 
 

 

 

親子読書会、読書ボランティア、文芸サークル、市立図書館などが一堂に会し、 

おはなし会を開催します。ペープサートやパネルシアター、読み聞かせなど多彩 

な演目です。また今回は講師に黒瀬 圭子様をお迎えし「子どもと本をつなぐ人の 

ために」をテーマに、講演をしていただきます。お気軽にご来場ください。 

 １ 日  時  11 月 18 日（日）午後 0 時 30 分から同 4 時まで 

 ２ 場  所  市音楽ホール 

 ３ 参加団体  江内小学校おむすび親子読書会、下水流小学校親子読書会「ひだまり」、 

         西出水親子読書会「夢のポケット」、大川内中学校ハッピー☆クローバー、 

         市立図書館、おはなしボランティア「紙ふうせん」、読書ボランティア 

         「虹色のゆめ」、お話グループおはなしぽけっと 

 

 

展示作品「宝本紹介」募集！ 

  上記大会で展示する個人・家族の宝本エピソードを募集します。 

  宝本とは、何度も繰り返し読んでいる大好きな本や、家族みんなで大切にしている一冊など、 

 思い出の詰まった本のことです。素敵な宝本エピソードをお待ちしています。 

 〇応募方法 本庁、各支所、各市立図書館に応募用紙を備え付けてありますので、必要事項を          

ご記入の上、読書推進室まで郵送・FAX でお申し込みください。 

 〇申込期限 12 月 21 日（金） ※詳細は応募用紙をご覧ください。 

「はらぺこあおむし」作：エリック＝カール 絵：もり ひさし 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問合せ先 

読書推進室 

電話 ６３－４１２１ 

FAX６３－２２０２ 

○
平
成
二
十
九
年
度
読
書
標
語
・
短
作
文
審
査
会
特
選
作
品
紹
介 

～
中
学
三
年
生
の
部
～
○
※
学
年
は
受
賞
時 

・
雨
だ
け
ど 

聞
こ
え
て
く
る
の
は 

め
く
る
音 

 
 

 

（
出

水

中 
 

篠 

﨑 

美 

桜
） 

 

・
本
と
、
「
読
書
」
と
い
う
名
の
会
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
米
ノ
津
中 

 

江 

﨑 

莉 

乃
） 

・
手
に
取
っ
て 

変
わ
り
ゆ
く
心 

変
わ
り
ゆ
く
人 

 
 

（
野

田

中 
 
 

川 

畑 

寛 

陣
） 

読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」 

http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/yonmyanse/ 
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≪幼児・小学生≫
● オオイシさん　　　　　　　　　　　北村　直子　作
● ぼうけんはバスにのって　　　　　いとう　みく　作
● うさぎたちとふしぎなこうじょう　アダム・グリーン　作
● ぺちゃんこねこ　　　　　　ハーウィン・オラム　文
● みんな、星のかけらから　　　ジーン・ウィリス　文
● あさって町のフミオくん　　　　　　昼田　弥子　作
● いっしょにかえろう　　　　ハイロ・ブイトラゴ　文
● アチチの子鬼　　　　　　　　　　　　岡田　淳　作
● どんぐりむらのいちねんかん　　　なかや　みわ　作
● おしごとおしごとなににする？　　なとり　ちづ　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● ２．４３　春高編　　　　　　　　壁井　ユカコ　著
● いいたいことがあります！　　　　　魚住　直子　著
● グリーングリーン　２　　　　　あさの　あつこ　著

・・・・・等
≪一般≫
● 銀橋　　　　　　　　　　　　　　　中山　可穂　著
● たてがみを捨てたライオンたち　　　　白岩　玄　著
● 緑の花と赤い芝生　　　　　　　　　伊藤　朱里　著
● 想い人　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子　著
● ことことこーこ　　　　　　　　　阿川　佐和子　著
● 到達不能極　　　　　　　　　　　　斉藤　詠一　著
● 宴の前　　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著
● はしからはしまで　　　　　　　　　梶　よう子　著
● 草原のコック・オー・ヴァン　　　柴田　よしき　著
● 七つの試練　　　　　　　　　　　　石田　衣良　著
● 菩薩天翅　　　　　　　　　　　　　戸南　浩平　著
● 花咲小路三丁目北角のすばるちゃん　小路　幸也　著
● 緑のなかで　　　　　　　　　　　椰月　美智子　著
● ドアを開けたら　　　　　　　　　　　大崎　梢　著
● アンドロメダの猫　　　　　　　　　朱川　湊人　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 11月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

19日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 16日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

11月のおはなし会・親子読書会のご案内

中央図書館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

13日（火）、27日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

1、8、15、22、29日
午後４時～

だっこでギュッ 1日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（金）午後7時～

2018 年 11月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

11 月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
20日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
21日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50
１日
15日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
不動野集落 14：55～15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
８日
22日

受口自治公民館 10：40～11：00
熊野神社前 14：10～14：30

第２
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

９日
元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

　発表者（バトラー）が５分間の制限時間内に、観戦
者に本をおすすめする「ビブリオバトル」。笑いあり、
仮装あり（？）で熱く楽しく、知的好奇心をくすぐります！
　今年も11月４日（日）に開催。この秋、「どんな本
を読もうかな」と迷っている方はぜひお越しください。
本と人との素敵な出会いが待っています！

ある日の図書館
～ビブリオバトル～
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　８月22日～同25日、鶴荘学園・高尾野中学校のツ
ルクラブ員が、釧路市等で研修を受けてきました。
　研修では、タンチョウや釧路湿原の勉強・見学、
阿寒中学校の生徒との交歓交流会など多くのことを
学びました。
　生徒は、この研修で学んだことをツルクラブの活
動に生かしたいと話してくれました。

釧
路
研
修
報
告

鶴
荘・高
尾
野
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

　８月 26 日、市音楽ホールでアマチュアバンドに
よる、アマチュア・ミュージック・フェスティバル
in いずみが開催されました。
　市内で活動する８つのバンドがロックやポップ
ス、フォークなどの熱い演奏を披露し、盛況のうち
にフィナーレを迎えました。

最
高
の
ス
テ
ー
ジ

市
自
主
文
化
事
業 　９月11日と同12日に第13回自治会対抗グラウン

ド・ゴルフ大会が開催されました。11日は市内３会
場で予選を行い、各会場から勝ちあがった64チーム
が12日に決勝大会を行いました。決勝の舞台となっ
た多目的広場（市総合運動公園）では熱戦が繰り広げ
られ、米ノ津前自治会チームが見事、初優勝をおさ
めました。優勝　米ノ津前　準優勝　元町

米
ノ
津
前
自
治
会
初
優
勝

自
治
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

　９月16日、野田郷駅前コンサート～月光の響～が
開催されました。
　午後５時に始まったコンサートでは、和太鼓、バ
ンド演奏、ダンス、日本舞踊にフラメンコ、謡曲や
コーラスなど、多彩な演目で訪れた市民らを楽しま
せていました。地域活性化と肥薩おれんじ鉄道の利
用促進のために毎年開催されていて、今年で17回目
の開催となりました。

多
彩
な
演
目
を
披
露

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

秋
の
交
通
安
全
啓
発
広
報
出
発
式

　９月21日、秋の全国交通安全運動の啓発
広報出発式がきらめきドームで行われまし
た。
　子どもと高齢者の事故防止のため、「ルー
ルとマナー　乗せて走ろう　秋の道」をス
ローガンに開催。慈光幼稚園の園児による
交通安全宣言のあと、ルールとマナーの遵
守、思いやり運転を心がけるようにと広報
車が市内を巡回しました。

　

僕
た
ち
、
私
た
ち
は
、
道
路
を
わ

た
る
と
き
、
必
ず
、
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
、「
右
」「
左
」を
し
っ
か
り
見

ま
す
！

　

運
転
手
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
お

年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、「
思
い
や

り
運
転
」を
お
願
い
し
ま
す
！

　

僕
た
ち
、
私
た
ち
も
、
絶
対
に
飛

び
出
し
ま
せ
ん
！

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
い
の
ち
を
守

る
、「
い
の
ち
綱
」で
す
。
車
に
乗
る

と
き
は
、
い
つ
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

後
ろ
の
席
に
乗
る
と
き
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
、
子
ど
も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
付
け
ま
す
。

　

大
人
の
皆
さ
ん
、
お
酒
を
飲
ん
だ

ら
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

運
転
を
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！
周

り
を
不
幸
に
す
る
飲
酒
運
転
は
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

慈光幼稚園の園児による交通安全宣言
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バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
か
か
し
大
集
合

か
か
し
祭
り

　９月２日～同23日、野田町上名の青木地
区むらづくり推進協議会（青木清孝会長）主
催で毎年恒例のかかし祭りが行われまし
た。
　バラエティーに富んだかかしが、水田脇
の農道約800㍍に渡って70体登場し、道行
く人たちの目を楽しませていました。

最優秀賞（団体の部）最優秀賞（個人の部）

優秀賞（団体の部）優秀賞（個人の部）

　10月９日、奉仕活動の一環として、一般社団法人
鹿児島県解体工事業協会出水支部による危険空き家
の解体撤去作業が行われました。
　当日は、12社の会員が専門の道具や重機などを持
ち寄って、倒壊しそうな空き家の解体撤去の作業を
行いました。
　地元自治会や学校関係者からは、感謝の声が多く
聞かれました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

危
険
空
き
家
の
解
体
撤
去

　10月２日、出水植木市場で今期初めてのセリ市が
開催されました。
　本市は、全国でもトップクラスの植木生産地で、
毎年10月から翌年５月までの期間、２カ所の市場で
定期的に植木市が開催されます。出水植木市場（ゴ
ルフ場近く）は２のつく日（２、12、22日）で、高尾
野植木市場（ＪＡ鹿児島いずみ本所近く）は７のつく
日（７、17、27日）。セリには誰でも参加できます。

植
木
市
幕
開
け来

年
５
月
ま
で

働
き
方
改
革
を
推
進

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設

　株式会社九州テン出水サポートセンター内への
「サテライトオフィス」開設の報告で市役所を訪問し
た、富士通株式会社（鹿児島支店）および株式会社九
州テンの皆さん。これは、場所にとらわれない柔軟
な働き方が、生産性の向上や社員の能力・創造性を
最大限に発揮することにつながることを検証しビジ
ネスモデルを確立するために、「働き方改革」の実践
の場として開設されたものです。

　９月17日、出水駅観光特産品館「飛来里」およびＪ
Ｒ九州出水駅改札内で「飛来里まつり×ＪＲキッズ
コーナー」が開催されました。これは、市観光協会
およびＪＲ九州出水駅が主催したもので、会場では、
マルシェ（雑貨・お菓子等）やミニＳＬの運行などが
行われ、子どもから大人まで多くの人でにぎわって
いました。

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

市
観
光
協
会・Ｊ
Ｒ
九
州
出
水
駅
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

　英語・韓国語教室 
無料体験レッスン実施中 

☎050-7117-7410   bestwill.net

TOEIC  英会話  受験対策

Best Will
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

■病院・施設奨学金制度の紹介

■国の高等学校就学支援金制度について
　平成26年度より，公立高校の授業料無償制度が廃止され，公立・私立共通の就学支援金制
度へ一本化されました。これにより，保護者の収入状況に照らして，授業料より下記の金額が減
額されます。

○　病院・施設奨学金制度とは，看護師（看護学科）または，介護福祉士（医療福祉科）の資格を取得し
　て本校を卒業（修了）した後，所定の義務年限（下表参照）病院・施設に勤務すれば返済が免除され
　る受給型の奨学金です。
○　受給型ですので貸与型である県育英会などの公的奨学金と重複して受けることができます。ち
　なみに高校生で病院・施設奨学金Cコースと県育英会奨学金の併用により，自宅通学生で月額8万
　円，寮生なら月額8万5千円の奨学金を受け取る事が可能です。
○　本校奨学病院・施設は，設備の整った安心できる所です。素晴らしい就職先が決まったうえに学費
　の補助が受けられます。看護や福祉の道を志す生徒の皆さんの大きな手助けができるものとなっ
　ております。

■学費について （平成31年度）
●授業料　入学金　高校：100,000円　看護学科専門課程 220,000円

※授業料には実習費や特進費等が含まれています。※県からの補助金で更に減額になる場合もあります。
●諸会費……1,800円（PTA会費・後援会費・生徒会費） ※平成30年度

普通科 特進課程 定員50名
男・女

　本校の説明を聞きたい生徒さんや保護者の方を対象に，各地の中学校や
塾，公民館等で，本校紹介・入試説明会をさせていただいております。聞
きたい方が一人でもいらっしゃったら，必ず説明に参ります。ご連絡をお
待ちしております。

※強化指定部（野球・サッカー・駅伝・吹奏楽）
※部活動技能（強化部）・人物ともに優れた生徒には,学園奨学金制度も
　あります。（適用人数に制限あり）

普通科 教養課程 定員30名
男・女

普通科 普通課程 定員35名
男・女

きめ細かな個別指導で中堅大学への進学を目指します。

大学・短期大学・専門学校への進学や就職を目指します。

URL http://izumi.ac.jp　 E-mail kikakubu@izumi.ac.jp

〒899-0213　鹿児島県出水市西出水町448番地
代表☎62-0500　入試専用☎62-6677
〒899-0213　鹿児島県出水市西出水町448番地

代表☎62-0500　入試専用☎62-6677
西出水駅←至川内 肥薩

おれんじ
鉄道

国
道
３
２
８
号
線

国
道
３
２
８
号
線

国
道
４
４
７
号
線

西出水（南国バス） 至さつま町 至伊佐

至
鹿
児
島
←

九
州
新
幹
線

→
至
熊
本

至水俣至3号線

出水
市役所

出水駅
出水中央高校

入試説明会実施中

●部活動やその他の活動と学習を両立しながらの進学に適し,成績上位者は国公立
大学へも進学しています。
●６限目は,教養と部活動の授業コース別授業に分かれます。
●昼休みや放課後は,各自の希望に応じて個別指導を行っています。

●生徒一人ひとりの進路目標達成のために,基礎学力の習得に励んでいます。
●強化指定部の生徒が多く在籍し,全国大会出場を目指して日々取り組んでいます。
●６限目は普通コース・体育コース・吹奏楽コースに分かれて,コース別の授業が受けられ
ます。

金　　額

Ａコース
Ｂコース
Ｃコース
入学金

30,000円
40,000円
50,000円
100,000円

40,000円
50,000円
60,000円
220,000円

2　年
2年半
3　年
̶̶̶̶

3　年
3年半
4　年
̶̶̶̶

義務年限

基礎課程 基礎課程＋専門課程
5　年専門課程 基礎課程のみ，

または専門課程のみ

※義務年限とは，看護師資格，介護福祉
士資格取得後，奨学金返済免除のた
め必要とされる病院勤務年数です。
（給与からの差引はありません）
※併願入学生はＡ，Ｂ2つのコースから
の選択となります。

〈看 護 学 科〉

金　　額
Ａコース
Ｂコース
Ｃコース
入学金

30,000円
40,000円
50,000円
100,000円

2　年
2年半
3　年
̶̶̶̶

義務年限〈医療福祉科〉

医療福祉科〈病院・施設奨学金制度あり〉定員40名
男・女

これからの時代が求める寄り添う介護のスペシャリストを目指します。
●介護福祉士の国家試験受験資格取得。（平成30年合格率85.7％　全国平均70.8％）
●「介護福祉士実務者研修」「介護職員初任者研修」修了者には修了証書が授与されます。
●病院・施設奨学金制度が医療福祉科でも適用されるのも大きな特色になっています。
●毎年，進路決定率（就職・進学）は100%です。

看護学科 定員80名
男・女

高い知識・技術・態度・接遇マナーを身につけた
看護師を目指します。
●看護学科基礎課程（高校課程3年間）を卒業後，専門課程（2年間）で修学と，五年一貫教育
　で正看護師を養成します。（中学卒業後最短コース）
●看護師国家試験受験資格取得。（平成30年合格率98.7％　全国平均91.0％）
●助産師・保健師学校受験資格取得。大学への編入学も可能です。
●病院・施設奨学金制度があります。

■県育英会奨学金（申請可能な最高額）
　 自宅通学……30,000円
　 自宅外通学…35,000円

〈病院・施設奨学金制度あり〉

難関大学及び国公立大学への進学を目指します。

授業料（納金額）

科・課程
授業料

月 納 金 実 額
就学支援金
0円

普通科（特進課程）
普通科（教養課程）
普通科（普通課程）
医 療 福 祉 科
看護学科（基礎課程）
看護学科（専門課程）

48，000円
46,500円
44,500円
46,500円
49,500円
59,000円

48，000円
46,500円
44,500円
46,500円
49,500円

̶　　

就学支援金
9,900円
38，100円
36,600円
34,600円
36,600円
39,600円

̶　　

就学支援金
14,850円
33，150円
31,650円
29,650円
31,650円
34,650円

̶　　

就学支援金
19,800円
28，200円
26,700円
24,700円
26,700円
29,700円

̶　　

就学支援金
24,750円
23，250円
21,750円
19,750円
21,750円
24,750円

̶　　

家族所得区分（目安） 支援金月額
月額24,750円
月額19,800円
月額14,850円
月額  9,900円

0円

250万円未満
250万円～350万円未満
350万円～590万円未満
590万円～910万円未満
910万円以上

平成30年 特進課程大学合格実績

主な合格実績　［H.1～H.30］

(卒業生46名）
　　　　　　東京工業大学1名（第5類），九州大学1名（工・エネルギー），長崎大学（歯）1
名，熊本大学3名，宮崎大学3名，鹿児島大学7名ほか　計25名［現役生合格率79.3％］
　　　　　    慶応義塾大学１名，早稲田大学１名，同志社大学2名，
　立命館大学2名ほか　計64名
※学業･人物ともに優れた生徒には学園奨学金制度もあります｡（適用人数に制限あり）

　　　　　　　　　　　　　   東京大7，京都大10，大阪大18，九州大117，
熊本大156，鹿児島大251 など国公立準大学1201名
早稲田大57，慶応大34，同志社大41，立命館大120，西南学院大90，福岡大342名ほか
医学部医学科57名，歯学部16名，薬学部197名

●放課後(19:30まで)土曜等の個人指導を徹底しており，一人ひとりの能力を伸ばす工夫を
しています。

●土曜・日曜および祝日にも特進館を開放し，個人指導や補習を行っています。
●英・数・国で応用力養成授業と基礎力養成授業を自由に選択できます。

国公立大学

私 立 大 学

介護福祉士への
最短コース

中
学
校
卒
業

★ 福祉系高等学校（3年）（53単位校）

一般高等学校（3年）

一般高等学校（3年） 福祉系施設での実務（3年）
  （実務者研修）450時間

※福祉専門学校
（養成施設）2年

3年

5年

6年以上

介
護
福
祉
士

国
家
試
験

最短
コース

※福祉専門学校は，国家試験合格，もしくは5年間現場で勤務により資格取得

看護師への
最短コース

中
学
卒
業

★ 高等学校看護学科
（基礎課程3年） （専門課程2年）
一般高等学校（3年）
一般高等学校（3年）
一般高等学校（3年）

　看護師学校（3年）
准看護師学校（2年）　看護師学校（2年）
　　　 看護大学（4年）

5年

6年
7年
7年

看
　
護
　
師

国
家
試
験

最短
コース
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響ひ

び

き毅
（
和
彦
・百
合
）

柏か
し
わ
ぎ木

愛あ

い

く空
（
翔
也
・麻
里
奈
）

亀か
め
が
わ川

隼は

や

と人
（
慎
司
・友
美
）

秋あ

き

の野

円ま

ど

か花
（
隆

之
）

辺へ

む

ぎ麦　

楓
か
え
で

（
直

輝
）

佐さ
わ
た
り渡　

空そ
ら

（
史
一
・さ
や
か
）

小お
だ
は
ら

田
原　

菖
あ
や
め

（
聖　
・
愛
）

外け
と
ぐ
ち

戸
口　

華は

く琥
（
迅
・
真
子
）

久く
ぼ
ぞ
の

保
薗　

聡そ
う
せ
い星
（
貴
子
・剛
士
）

武た
け
う
ち内

涼す

ず

か華
（

寛

）

（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

川

畑

澄

夫
89

松

尾

冨

原

陽

子
87

中
塩
屋

井

脇

靜

男
85
上
ノ
原（
出
水
）

中

原

眞

人
72

千
本
付

植

竹

伶

果
6

平
松
西

末

吉

ヒ

デ
96
町（
高
尾
野
）

若

松　

シ
ゲ
ノ
96
石
坂（
高
尾
野
）

森

田

伸

夫
88

仮

屋

中

村

行

男
73

名
古
中

牧

内　

美
智
子
85

鶴
水
園

東
　
　

ユ
キ
ヱ
101

西
水
流

石

塚

昌

子
94

原

吉

田

和

子
90

沖

田

野

添

藤

子
92

上

町

小

村　

昇
86

荘

上

木

村　

節
86

別

府

江

﨑

重

男
89

桜

町

大

畑

達

郎
78

今
釜
西

野

涯　

美
惠
子
67
西
之
口
団
地

中

島　

タ
ツ
ヱ
90

六
月
田
下

尾

上　

マ
サ
ノ
91

名
古
中

松

本　

テ
ル
子
95

栄

町

田

中

ト

メ
99
天
神（
出
水
）

筑

濱　

ハ
ツ
ミ
87

鮎

川

井

川

敏

則
83

小

松

岩

本

浩

子
71
天
神（
出
水
）

永

福　

サ
ヱ
子
80

今
釜
中

花

田　

シ
ゲ
ノ
90

西
水
流

関

下

和

子
77

上

町

平

野

正

一
71
太
田
原
住
宅

小

村　

富
美
子
59

向

江

井

手　

ユ
リ
子
82

太

田

髙

橋　

喜
三
郎
87
西
大
野
原（
出
水
）

竹

元　

ト
ミ
ヨ
94

米
ノ
津
東

江
川
野　

ス
ミ
ヱ
92

江
川
野

山

﨑

久

夫
82

針

原

通

畠

信

子
91

荘

下

稲

田　

豊
86

鹿

島

越

地

元

春
93

越

地

奥

村

利

夫
90

上
沖
田

塩

山　

三
千
子
81
中
町（
出
水
）

福

元

幸

知
91

西
水
流

西

前　

ア
サ
子
76

屋

地

切

通

継

男
94

桜

町

渡

邊　

ミ
サ
ヱ
90

針

原

福

本　

ミ
ツ
ヱ
95

鶴
寿
園

永

田　

フ
サ
ヱ
87
下
高
尾
野
上

長

沼

悦

子
74
西
大
野
原（
出
水
）

片

岡

末

吉
95

中
塩
屋

大

堂　

冨
士
子
86

上
村
東

万

福

幸

子
88

鍋

野

上

松　

ス
ミ
子
94

横

尾

山

門

利

幸
89
本
町（
高
尾
野
）

安

富

松

夫
89

柴

引

上

迫　

ウ
キ
ヱ
90

上
水
流

（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

川

畑

裕

史
（
神
奈
川
県
）

中

原

静

子
（
千
本
付
）

池

畑

恭

子
（
鹿
児
島
市
）

冨

原

敏

雄
（
中
塩
屋
）

井

脇　

カ
ツ
子
（
上
ノ
原（
出
水
））

東
　

君

子
（
西
水
流
）

石

塚

修

一
（

原

）

古

川

琢

也
（
大
阪
府
）

吉

田

大

作
（
沖

田
）

小

村

五

代
（
荘

上
）

尾

上

滋

子
（
名
古
中
）

中　

村　
　
　

勝
（
下
餅
井
）

中

島

敏

行
（
表
郷
東
）

田

中

澄

夫
（
天
神（
出
水
））

永

福

辰

巳
（
今
釜
中
）

山

下

吉

登
（
南

方
）

江

﨑

茂

子
（
桜

町
）

岩

本

輝

男
（
天
神（
出
水
））

井

川　

メ
イ
子
（
小

松
）

平

野

賢

二
（
太
田
原
住
宅
）

高

橋　

ト
シ
子
（
西
大
野
原
）

竹

元

定

記
（
米
ノ
津
東
）

江
川
野　

豊

司
（
大
阪
府
）

稲

田

秀

史
（
鹿

島
）

通

畠

義

信
（
荘

下
）

山

﨑

セ

キ
（
針

原
）

奥

村　

ト
シ
コ
（
上
沖
田
）

切

通

博

己
（
桜

町
）

福

本

誠

一
（
上
大
野
原
）

塩

山

秀

親
（
中

町
）

江

口

利

子
（
下
高
尾
野
上
）

片

岡
　

正
（
中
塩
屋
）

長

沼

堅

一
（
西
大
野
原
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



35 34広報いずみ2018（平成30年）11月 広報いずみ2018（平成30年）11月

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

11　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（土）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200

［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82－3113

［当］ 上園医院 内・消化器科 阿久根市 ☎73－1055

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

４日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

11日（日）

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300

［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

18日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350

［当］ 境田医院 産婦人・内・外科 天神（出水） ☎67－2600

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

23日（金）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63－7800

［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62－8200

［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73－1700

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

25日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63－1112

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
11月18日

こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

11月23日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町

11月25日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町

あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
11月１日～４日 山門電気商会 ☎67－1066

携帯電話
（090－7397－7898）

三 友 建 設 ☎82－0173

携帯電話
（090－7154－7490）

11月５日～11日 司 工 業 ☎63－7485 別府水道住宅設備 ☎84－2080

11月12日～18日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414 樋 口 電 設 ☎85－5901

11月19日～25日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400 ホクシン工建 ☎82－0612
11月26日～30日 たかさご水道 ☎67－4400 野 村 電 設 ☎82－3637

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年９月１日～同９月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－１） ０件（－１） ０人（±０） ０人（±０） 187件（＋32） 119人（－１）

2018年の累計 ６件（－５） ６件（－５） ０人（－１） ０人（±０） 1,730件（＋87） 1,083人（＋181）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

11 月の主な行事

11月３日
太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲町（野田）
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 下 山

11月４日
つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62－8519 花 立 西
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

11月11日
お て き 歯 科 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）
五 万 石 薬 局 ☎63－8800 野添（出水）
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

10日（土）▶自衛官等募集説明会（午後１時30分・市中央公民館）

17日（土）▶大産業祭１日目（午前９時30分・市陸上競技場周辺等）

18日（日）▶大産業祭２日目（午前９時・市陸上競技場周辺等）

25日（日）▶鶴恋祭～テーマパークマーケット～（午前10時・クレインパークいずみ）

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
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ツ
ル
の
羽
数
調
査
は
、
11
月
か
ら
１
月
の

間
に
計
６
回
、
鶴
荘
学
園
（
後
期
）
と
高
尾

野
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
、ツ
ル
保
護
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

調
査
は
、
朝
５
時
半
頃
集
合
し
、
暗
い
中
、

カ
ウ
ン
ト
を
す
る
担
当
の
場
所
ま
で
歩
い
て

移
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
厳
寒
の
中
待
ち
続

け
、
ツ
ル
が
ね
ぐ
ら
か
ら
飛
び
立
ち
始
め
た

ら
カ
ウ
ン
ト
を
開
始
し
ま
す
。

　

ナ
ベ
ヅ
ル
・
マ
ナ
ヅ
ル
は
、
共
に
絶
滅

危
惧
種
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
調
査
結
果
は
、
国

際
的
に
も
重
要
な
基
礎

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
を

生
徒
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
で
支
え
合
い
、
継

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

国
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ツ
ル
の
羽
数
調
査
」『今月の問題』

出水には１万羽以上のツルが渡
来してきますが、何年から連続
で１万羽を越えているでしょう
か？
Ａ　1991（平成３）年
Ｂ　1997（平成９）年
Ｃ　2003（平成 15）年

先月号のクイズと答え
毎年 10 月半ば、ツルたちは、出
水にやってきます。季節によって
住む場所をかえる鳥を何というで
しょうか？
Ａ　渡り鳥
Ｂ　季節鳥
Ｃ　移り鳥
答えはＡ　渡り鳥でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　９月 23 日紫尾神社で五穀豊穣に感謝する
豊年秋まつりが開催され、高尾野兵六踊り保
存会による「高尾野兵六踊り」や上水流棒踊
り保存会による「上水流棒踊り」、江内山田
楽保存会による「江内山田楽」、舞踊など多
くの芸能が奉納されました。
　会場に集まった見物客は、数々の伝統芸能
などに見入っていました。

　全国青年大会（東京都開催）に、フットサ
ル、郷土芸能（野田郷島津太鼓）、のど自慢、
意見発表で県代表として出場する野田町青年
団の皆さんと、県青年大会ボーリング男子の
部・男女混合の部で準優勝した高尾野青年団。

　

10
月
５
日
、
蕨
島

小
学
校
で
「
緑
育
」

出
前
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
が

（
一
財
）
日
本
植
木

協
会
青
年
部
会
鹿
児

島
支
部
に
樹
木
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
の
作
成

を
依
頼
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

緑
の
育
ち
方
や
環

境
と
の
関
わ
り
を
体

感
的
に
学
ぶ
た
め

に
、
授
業
で
は
、
木

の
名
前
当
て
ゲ
ー
ム

や
樹
木
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
作
り
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

木
に
触
れ
、
木
の
温

も
り
を
感
じ
、
楽
し

み
な
が
ら
、
か
け
が

え
の
な
い
緑
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　沖縄県で開催される第 56 回技能五輪全国
大会に、本県代表として出場する本市在住の
川平幸佳さん（県立宮之城高等技術専門校　
写真中央）。【出場する競技職種】　家具

　
　
伝
統
芸
能
な
ど
奉
納

「
緑
育
」
出
前
授
業

大変よくできました♪
緊張の筆入れ！ この木、なんの木？


